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　都心部にある有名な繁華街にまで足を伸ばす勇気はない。かと言って、アパートの最寄り駅の目の前にある全国チェーンの居酒屋も、ひとりで入るのは気が進まない。きらびやかでオシャレなバーは敷居が高く、ドリンク一杯にいくらとられるのかわからないような店も恐い。客が多すぎる店に〝おひとりさま〟は心許ないし、閑古鳥が鳴いているような店は、それはそれで気詰まりだ。

　ウィークデーも折り返しの木曜日。夜七時過ぎ。

　手間がかからない代わりにアレンジもきかないストレートロングの黒髪は、いつもと同じハーフアップ。ベージュのカーディガンとオフホワイトのブラウス、それに秋らしさを出すためのカーキ色のミモレ丈タイトスカートを合わせ、ローヒールのパンプスもスカートと同系色。羽織っている薄手のコートも、シンプルな濃いめのベージュ──オフィスカジュアルと言えば聞こえはいいが、要は、アラサー女子に相応しい、無難なだけのコーディネート。そんな自分が周囲から浮かない程度の雰囲気のお店であることも、必須条件だ。

　さんざん悩んだ末、香か川がわ未み来くがやっと足を踏み入れたのは、アパート最寄りから一つ隣の駅前にあるスパニッシュバーだった。

　店の名前は『ヴェンタナ』。

　外から覗いた時に、カウンター席にひとり客らしい女性が数名いたことと、バーカウンターの向こうにも女性スタッフがいたことが決め手になった。

　ノブに手をかけ、思い切って店内に足を踏み入れる。

　背後で響く、軽やかなドアベルの音色。会話の邪魔にならない程度のヴォリュームのＢＧＭ。落ち着いた雰囲気の中に、耳障りでない雑談も聞こえ、ここなら目的が一つ達成できそうだ、と安堵する。

　カウンターでは、ちょうど給仕が一段落したらしい女性スタッフが未来に気づき、最奥の席を勧めてくれる。促されるままにほどよく混んだ店内を進み、ハイスツールに腰かけた。

　場違いなのではないか、という不安を誤魔化すように、人懐っこい笑顔を向ける女性スタッフに視線を向ける。

「ご注文はお決まりですか？」

　手渡されたのは、ずしりと重たい大きめのメニューとおしぼり。

　ドリンクメニューだけ別になっているようで、ラミネート加工された一枚に、名前しか知らないようなカクテルやビールの名前がつらつらと続く。

　慌てふためく未来の内心を知ってか知らずか、二十歳そこそこにしか見えないスタッフは、可愛らしく小首を傾げる。

　その仕草に、未来は焦るばかりで言葉に詰まった。

「……あの、……えっと、その……私──」

　正直にお酒に詳しくないことを伝えてオススメを頼もうか、あるいは、メニューの一番上に書かれたよくわからないワインをオーダーすればいいのか。ぐわんぐわんと迷いばかりが大きくなって、逃げ出したくなったその瞬間、少し大きめの男性の声が割って入った。

「ごめん。その人、俺の知り合いなんだ。悪いんだけど、席移ってもいいかな？」

　驚いてメニューから顔を上げれば、三つ隣の席に座っていたらしいスーツ姿の男が手早く荷物をまとめているところだった。

　すらりとした長身。ふわふわとやわらかく跳ねる、ゆるくウェーブのかかった色素の薄い髪。未来の方を向いた彼は、はっきりと口角を上げた。

　見覚えのあるその顔に、ついぽろりと未来の口から男の名前がこぼれ落ちる。

「成なり田たくん……？」

「こんばんは、香川さん。もしひとりだったら、少しだけご一緒してもいいですか？」

「……え、あ、うん。どうぞ」

　女性スタッフ以上に人懐っこい笑顔を浮かべ、あっという間に未来の隣の席に大きな体を滑り込ませた男──成田玲れ央お。未来の勤務する会社で営業職に就いている、彼女の後輩社員だ。彼の新人研修を少しだけ担当したせいか、部署が変わっても職場で会えば立ち話をする程度の仲ではある。

　けれど、会社の外で会うのは今日が初めてだ。

　爽やかを体現するかのような薄いブルーのストライプのシャツに、濃紺のシンプルなジャケットを羽織った姿は、おしゃれなスパニッシュバーによく馴染んでいる。シャツの袖口からのぞく健康的に日焼けした手首には、文字盤の大きな男物の腕時計が巻きついていて、なんとなく気恥ずかしくなった未来は、慌てて視線をメニューに戻した。

　そんな未来にかまうことなく、玲央はおしぼりで手を拭きながら楽しげに口を開く。

「こんなところで会うなんて奇遇ですね」

「あ、まぁ……ちょっと飲みたい気分で……」

　聞かれてもいないのに言い訳をしている未来に対して、玲央はこの店の常連なのか、ずいぶんとリラックスしている。当たり前のように彼女の手元のメニューを覗き込む親しげな様子は、会社の後輩というより、むしろ恋人のそれを連想させる。

「この店のカリモーチョ、なかなか美味いですよ」

「カリモーチョ……？」

「赤ワインとコーラのカクテルです。あと、フルーツをたくさん使ってるサングリアもイケるし、お酒が苦手ならリモナーダもオススメですね」

　ドリンクメニューを順に指差す玲央に、先ほどの女性スタッフが「やだ、成田さん。さすが、営業上手」と、笑いかける。

「そりゃね。これでも一応、俺も営業職なんで」

　おどけてそう答える玲央に、未来はやっと、オーダーひとつできずにいた自分が彼に助けられたのだと悟った。

（もうすぐ三十歳になるっていうのに、私ったら情けない……）

　メニューを支えていた未来の指に力が入る。俯いた彼女を気遣ったのか、玲央が声のトーンをさらにやわらかなものに変えた。

「ここのサングリアは、赤ワインと白ワインの二種類があるんです。良かったら、飲み比べてみませんか？」

　当然、未来には逆らう理由もない。

　彼女が頷いたのを確認して、玲央は顔見知りらしい先ほどのスタッフに、ふたりぶんのサングリアを注文した。

「香川さん、何か苦手な食べ物はありますか？」

「ううん、大丈夫。好き嫌いは、特にないの」

　未来の返事に満足気に頷くと、玲央は慣れた様子で次々とスタッフに注文を出していく。

　ピンチョスやタパス、イベリコ豚など未来でも知っている言葉に混じり、聞いたこともないような単語も飛び交う。何やら熱心にメニューを吟味している彼をそっと盗み見ながら、未来は、玲央と初めて出逢った日のことを思い出していた。




　入社試験をトップの成績で通過したらしい。そんな噂と共に、玲央が未来の所属する生産管理部にやってきたのは、今から四年前の春のことだった。

　ふたりの勤務する巴文具株式会社は、日本国内でそれなりに名の知れた中堅どころの文具メーカーだ。総従業員数が千人弱。国内五か所に拠点があり、アジアを中心にいくつかの生産工場も有している。その中で、未来と玲央が勤務しているのは東京都豊島区にある本社だ。

　巴文具に新卒で入社した者に最初に課せられる、オリエンテーションと個別研修。未来が玲央と初めて言葉を交わしたのは、彼の個別研修の時だった。




「──香川さん、赤と白、どっちがいいですか？」

　玲央の声によって現実に引き戻され、少し迷った末に、未来は手近にあった赤ワインのサングリアを受け取った。ストロベリーとブルーベリー、それにオレンジがふんだんに使われたそれは、とても華やかでキレイだ。玲央の手元に残った白ワインのサングリアの方は、リンゴとレモンとキウイが使われているらしい。丸みを帯びたグラスは二つとも同じサイズのはずなのに、玲央の骨ばった手の中でずいぶん小さく見える。

　不意に、隣に座る彼が異性であることを意識してしまい、未来は掠れた声で礼を述べた。

「ありがとう」

　未来がぼんやりしていたあいだにも、テーブルには色とりどりの料理が並べられていく。生ハムやチーズやアボカドを使ったピンチョス。小皿に盛られた緑と黒のオリーブ。じゃがいもに添えられた、パプリカパウダーをまとったタコ。

「すみません。適当に頼んじゃいました。一応、この店でオススメの料理を選んだんですけど……」

「ううん、このお店に来るのは初めてだから、むしろ助かっちゃった。ありがと」

　目移りする気持ちをそのまま「どれも美味しそう」という言葉に乗せれば、玲央の肩から力が抜けるのがわかった。ホッとしたように未来のグラスに自分のそれを軽くぶつけ、「乾杯」と小さく囁く。

　必要以上に親密さを感じさせる距離に、未来の心臓がトクッと跳ねる。

（成田くんってよく気が利くし、営業部の中でも優秀だって言われてる理由がわかる気がする……）

　サングリアはフルーティーで口当たりが良く、緊張で乾いていた未来の喉をあっという間に滑り落ちた。続いて口に入れたブラックオリーブも、シンプルで飽きのこない味つけで、手元のアルコールとの相性がいい。「美味しい」と呟いたのが聞こえたのか、玲央がまるで自分が褒められたかのように嬉しそうに笑った。

「良かったら、こっちも飲んでみます？」

　そう言って差し出された白ワインのサングリアに、未来は微かに躊躇する。

（間接キスになっちゃうけど……成田くんは気にしない、のかな……？）

　グラスと玲央の顔を交互に見る挙動不審の未来に気をつかったのか、あるいは単にすべての料理を出し終えたのか。それまで黙って給仕に徹していた女性スタッフが、「ごゆっくりどうぞ」と微笑んで厨房の奥へと消えていった。

「……いただき、ます？」

　半疑問のお礼と共に冷たいグラスを受け取り、少しだけ口に含む。赤よりもアルコール度数が高くて爽やかな印象は受けたけれど、それよりも、自分をまっすぐに見つめる玲央の視線の方がよっぽど刺激が強い。

（睫毛、長い……）

　センターで分けられたゆるやかなウェーブを描く髪は、オレンジ色の照明を受けて濃い茶色に光る。まさに〝今どきのオシャレ男子〟という感じだ。

　長めの前髪とつややかな肌。生命力を感じさせる、濡れたような大きな瞳。整った鼻筋に、少し薄めのかたちの良い唇。

　うっかり見とれてしまった自分に気づき、未来は慌ててグラスに残ったリップの痕を指先で拭った。

「うん。赤も白も美味しい」

　意識して笑みを浮かべ、なんでもないことのようにグラスを返せば、受け取った玲央は、同意するように頷いてそのサングリアを一口飲んだ。

　間接キス程度で狼狽えている自分が恥ずかしくなり、未来は目の前の皿にあったタコに箸を伸ばす。

「香川さんってこの辺に住んでるんでしたっけ？」

「うん、最寄りがここの隣の駅なの」

　未来が挙げた駅名に、玲央が「なるほど」と、小さく頷く。

「成田くんは？　ここから近いの？」

　都心から西の方角に向かって伸びるこの路線は、その延長線上にベッドタウンが広がっているせいもあり、利用している同僚も多い。通勤時間も家賃も手頃なこのエリアであることを踏まえ、彼も自分と同じようにこの辺りに住んでいるのだろう、と推測したが、玲央はあっさりと否定の言葉を口にした。

「いや、俺のアパートはどっちかっていうと千葉寄りですね。今日ここに来たのは──」

「お邪魔してすみません！　成田さん、お待たせしました！」

　厨房から戻ってきたらしい例の女性スタッフが、ほとんど隙間のなかったテーブルにさらに料理をひと皿追加する。木製の鍋敷きの上に置かれたそれは、小ぶりなフライパンに乗ったオムレツだった。

「ああ、ちょうどよかった。今日ここに来たのは、オーナーにこいつの試食を頼まれてたせいで」

　手早くオムレツを切り分けながら、玲央は説明を続ける。

「ここのオーナー、俺がアメリカに留学してた時に現地で知り合ったんです。同じ日本人留学生だったんですけど、すっかりスペイン料理にハマって、こうして店を出すまでになっちゃって」

　彼の説明に、給仕に来た女性スタッフも同意を示すようにうんうんと頷く。

「で、トルティージャをメニューに加えようと思うから、その前にどうしても一回試食してほしいって頼まれてここに来たんです。……はい、香川さんもどうぞ」

　まだ湯気の立つ鮮やかな黄色の断面に、ほくほくのじゃがいもが見える。

　「いただきます」と大きくトルティージャを頬張った玲央に倣い、未来も熱々のスペイン風オムレツにかぶりついた。他のメニューと同様、クセはないけれどしっかり下味をつけられた丁寧な料理で、万人受けしそうだ。

「うん、美味い！」

　満足気に笑った玲央が厨房の奥に向かって親指を立てる。視線の先では、コックコートを着た中年の男性が同じように玲央に向かって親指を立てていた。それを見ていた女性スタッフも、ふふっ、と朗らかに笑う。

「良かった！　パパったら、成田さんに認められるまでは正式なメニューにしない、なんて言ってたんですよ。それこそ毎晩のようにトルティージャの試作品ばっかり作っちゃって」

「おかげで美味いトルティージャが食べられてラッキーだったよ。悪いんだけど、オーナーに美味しかったって伝えておいて。あの人、恥ずかしがって厨房から出てこないだろうから」

「はーい。伝えておきます！　──あ、そうだ」

　最後の言葉に合わせて未来の方に向き直った彼女は、どこからともなくショップカードを取り出し、未来の前に置いた。

「成田さんの恋人ならサービスするからまた来てくださいね、ってパパ──じゃなかった、オーナーからの伝言です」

　己の言い間違いに「えヘヘ」と肩を竦めて笑うと、彼女は返事も聞かずに別の客の会計のためにレジへと向かう。戸惑いながらその後ろ姿を見送る未来の視界の隅で、玲央が困り顔を見せる。

　申し訳ない、という気持ちが先に立ち、未来は条件反射で謝罪を口にした。

「あ、なんかごめんね。私なんかを相手に、変な勘違いされちゃったみたいで……」

「いや。俺の方こそすいません。嬉しくて図々しく声かけちゃいましたけど、よく考えたら、香川さんの彼氏に怒られちゃいますよね。こうやってふたりで飲んだりして……」

　たった今まで忘れていた現実を思い出し、ズクン、と、胸の奥に痛みを覚える。

「……彼氏なんていないから、大丈夫だよ」

　自嘲気味にそう答え、せっかく貰ったのだから、と、ショップカードを手に取る。足元のバスケットに入れておいたバッグから愛用している手帳を取り出すと、名刺サイズのその紙を最後のページに挟み込んだ。

　どこででも売られている薄ピンクの表紙の手帳は、付箋やメモのせいでもう既にパンパンに膨らんでいる。新年度に合わせて四月から使い始め、今はまだ十月末。来年の三月まで使うことを考えれば、中身を少し整理しなければいけないのに、元来の心配性が先に立ち、なかなか挟んであるものを破棄できずにいる。

「あれ？　でも──」

　困惑を隠そうともしない玲央に、なぜか未来の方が冷静になれた。

　玲央が思い描いている〝彼氏〟というのは、おそらく今年の春に相手の転勤を機に自然消滅した同期の男のことだろう。交際を大っぴらにしていたわけではないが、そういえば玲央には一度だけ、仕事帰りに待ち合わせをしていたところを見られたような記憶もある。未来に会えばいつも何かしら話しかけてくる玲央だったが、その時ばかりは気まずそうに視線を逸らされた。

　いずれにせよ、その元カレとはもう終わっている。東京と大阪で遠距離になってからもしばらくの間は交際していたはずなのに、数週間前に向こうで新しい恋人ができたらしい、という噂を耳にした。はっきりした別れの言葉もなかったけれど、〝そういうこと〟なのだろう。

「成田くんが知ってる〝彼氏〟って、大阪支社に飛ばされた私の同期のこと？　その人なら今は向こうに新しい彼女がいて、子どもができたからもうすぐ入籍するらしいよ」

　サングリアのグラスを空け、本当は言いたかった文句も飲み干す。

（──せめて、ちゃんと別れ話をしてほしかったな……）

　事実上の元カレの不貞の知らせより、未来よりも若い奥さんの存在より、もっとずっと彼女の心を傷つけたのは、いつ終わったのかわからない終わりそのものだった。

　別れたいのだと言ってくれれば、未来は、悲しく思いながらもその提案を受け入れただろう。その別れの言葉さえ省略され、結婚の話も人づてに聞いただけで、自分もずいぶん軽んじられたものだ、と思う。

（私が真面目すぎるから、堅苦しくて面倒だって何度も言われたしなぁ……）

　付き合い始めた頃は普通だったはずの元カレが、未来のきっちりした性格に苛立ちを露わにするようになったのはいつからだっただろう。

『俺、ずぼらだから、未来みたいにしっかりしてる人が彼女で良かった』

　そう言って喜んでくれたこともあったのに、お互いの存在がほとんど空気になりつつあった終盤は、未来の几帳面なところを嫌がるようになっていた。

　自己嫌悪に陥りそうになっていた未来は、玲央の言葉にハッと我に返った。

「そうだったんですか？　……知らなかった」

　未来に向かって言葉を発した、というより、独り言に近いニュアンスだった。返事を期待されているわけではないのだろうが、やけに落ち込んでいる後輩に責任を感じてしまう。

「まあ、別に言いふらすほどのことでもないし」

　声だけで笑い、玲央の神妙な面持ちを軽くあしらう。

　アラサー女子の不幸話に付き合わせるのは申し訳ない、と、未来は気を取り直して二切れ目のトルティージャを取り皿に乗せる。

　グラスが空になったことに気づいた玲央に勧められるまま、二杯目のサングリアを注文することにした。玲央も同じものを頼むようで、近くを通りかかった男性スタッフにまとめてオーダーを伝えてくれる。

　例の元カレをはじめ、今まで付き合ってきた男の人たちは誰も玲央のように甲斐甲斐しく世話をしてくれることはなかったな、と、玲央の優しさがくすぐったくもある。外食しても未来が店員とやりとりしなければならなかったし、時には給料日前だからと未来が食事代を負担することもあった。

（大事にされてなかったのかな……？）

　自分なりに精一杯の誠実さで相手と向き合っていたはずだった。けれど、満たされていたのか、と問われれば、素直に肯定することもできない。

「新しい彼氏、作らないんですか？　好きな人とかは？」

「うーん……」

　返事に窮したのは、口に入れたばかりのスペイン風オムレツだけが理由ではなかった。

　意識的にゆっくりと咀嚼して、未来はどう答えようか、考えを巡らせる。

「いらないかも。今は、恋愛をイチから始めるのが面倒だなって思っちゃって」

「……へぇ」

「それに、この年齢になっちゃうとなかなか出会いもないしね。かと言って、同じ会社っていうのもいろいろと面倒だし」

　取り繕うことをせず、簡潔に告げた結論。目に見えてテンションの下がった玲央に、申し訳ないという気持ちが湧き上がる。

（ただの会社の先輩にこんなこと言われても、そりゃ困るよね。まして、成田くんほどのイケメンなら、女の子なんて選び放題だろうし──）

　ちょうどそのタイミングで、注文を受けたスタッフが赤と白の二種類のサングリアを運んできた。手狭になったテーブルを片付けようと、出しっぱなしにしていた手帳も壁側に避ける。

　グラスを受け取るついでに店内を見渡せば、五つしかない丸テーブルも、同じく五脚しかないカウンター席もすっかり客で埋まっていた。未来の予想していたように、男女比は、女性の方が多い。それも自分より年下の、二十代半ばと思しき女の子たちばかりで、彼女たちの視線がチラチラと玲央に向けられていることはすぐにわかった。

（かっこいいもんね、成田くん）

　空気を読んだ彼は、今度は巴文具の新商品のボールペンを話題に挙げた。店頭に並び始めたばかりのそれは、未来も気に入っていて、発売日当日に自分用にも一本買ったものだ。

　デジタルツールの便利さも認めるけれど、手書きの良さを否定する理由にはならない。酔いが回ってきた頭で、そのようなことを力説すれば、玲央は嬉しそうに目を細めた。

「わかってます。それ、新人研修の時にも言われました」

「あれ……そうだった？」

　まったく覚えがなくて曖昧に首を傾げれば、玲央は力強く頷く。

「すごくためになる研修だったんで、よく覚えてます。俺、本当はあのまま商品管理部で香川さんと働きたかったんですよね」

　社交辞令とわかっていても悪い気はしない。そう思わせている時点で、玲央には充分に営業としての素質があるのだとわかるけれど、言わずにおいた。代わりに、新人だった頃の彼を思い出し、時の流れに哀愁を覚える。

　いつの間にか花形部署のひとつである営業部のエリートとなった玲央。一方、仕事で特に芳しい成果を上げることもなく、私生活もパッとしないアラサーの未来。ほとんど正反対とも言えるふたりがこうして並んでグラスを傾けているのだから、人生はわからないものだ。

「成田くん、営業部で大活躍してるでしょ。商品管理部じゃもったいないよ」

　本心からそう言ったが、何かを感じ取ったのか、玲央が手にしていたグラスを置き、未来の顔を覗き込む。

「──香川さん。もし違ってたらすいません。……何かありました？　落ち込んでるなら、俺で良ければ話聞きますよ？」

「……え？」

　本気で未来の心配をしてくれているのか、玲央の両目が探るように彼女の表情を読む。

　アルコールで理性が緩むのは本当だ、と思いながら、未来は大きくひとつ息をした。

　玲央が親身になってくれているのが伝わってくるせいか、荒んでいた心が少しずつ凪いでいくのを感じた。それと同時に、彼になら、今の鬱々とした気持ちを話してしまってもいいか、という気にさせられる。それは、未来にとっては珍しいことだった。

　何から話せば良いのか思案しながら、未来はひとまず、端的に事実だけを口にする。

「私ね、明日が誕生日なの」

「……それは、……おめでとうございます？」

　身構えていたわりに、予想外の切り口だったのだろう。語尾上がりになった祝いの言葉に、未来は小さく頭を振った。

「明日で私も三十歳かぁ、って思ったら、……なんか突然、空しくなっちゃったんだよね」

　両手で包むようにして持ったグラスはしっとりと濡れていて、未来は手持ち無沙汰に指先で表面を撫でる。

　脳裏には、昨日もメッセージアプリでやりとりをした大学時代の同級生の顔がチラついた。大台に乗る前に結婚するのだ、と息巻いていた彼女は、数年前に同棲を始めた恋人にやっとプロポーズされた、と、喜んでいた。

「友達は結婚して子どもがいたり、念願のマイホームを建てて、時々、お姑さんや旦那さんと揉めたりしてて。結婚してない友達は、バリバリ仕事してキャリアアップしたり、資格取って転職したりしてるし……」

　大学卒業後に社会に出て、古株ではないものの、中堅扱いされる場面も増えた。自分よりも年下の社員が増え、うっかりすると、テレビで見かけるイケメン俳優も自分より若い。無意味に年ばかりを重ね、仕事も恋愛も趣味も何もかもが中途半端な自分が嫌になった。

　ただ、それだけだ。

「なるほど」

　たった四文字の相槌は、ゆっくりと紡ぎ出されたせいか、やけに未来の心にしみる。

　玲央を一瞥すると、彼の顔には嫌悪も当惑も浮かんでいなかった。

　口に出してしまえば、ありふれた悩みだ。未来自身もそう思う。けれど、口にしたことでスッキリしたこともまた事実で。

「今日ここに来てみたのも、ちょっとだけ冒険してみたかっただけなんだよね。オシャレなバーでお酒でも飲んでみたら、私も少しは成長できるかなぁ、って……」

　スマホで時計を確認する。これ以上酔って後輩相手にクダを巻く前に、そろそろ帰ろう、と、姿勢を正した。

「ごめん、くだらない悩みだよね。でも話したら楽になった。ありがとね。明日も仕事だし、私そろそろ──キャ！」

　バッグから財布を取り出し、ついでに手帳をしまおうとした。その時、うっかり手が滑ったのだろう。条件反射で声を上げたが間に合わず、次の瞬間、足元に愛用の手帳とメモ用紙が散乱していた。

「大丈夫、俺が拾います」

「成田くん、待って！　それは──！」

　未来の制止より、玲央の方が俊敏だった。あっという間に手帳本体とメモの類を拾い集めた彼は、一枚だけ少し離れた場所に落ちていたクリーム色の付箋を手にした瞬間、すべての動きを止めた。

　食事の最中にジャケットを脱いだ玲央の、ワイシャツに包まれた広い背中。とりわけ、くっきりと浮かぶ肩甲骨の凹凸が目を引く。

（ああ。成田くんが考えてることが手に取るようにわかる……）

　先ほどまでサングリアのグラスを持っていた、玲央の大きな手。淡い色合いの正方形の付箋をつまむ指。その紙には、今夜、未来がこの店に来た理由が馬鹿正直に書いてあるはずだ。

　曖昧な記憶では埒が明かず、わざわざスマホで漢字を検索してまで書いたメモ。

「……あの、成田くん？」

　結局、スツールから降りる余裕さえなかった未来は、足元に屈み込んだままの玲央の背中に恐る恐る話しかける。

　なんの因果か、玲央が凝視しているのは、三十分ほど前にふたりで盛り上がった新商品のボールペンで書かれた代物だ。もっとも、彼が見つめているのは発色の良いブルーブラックのインクではないだろうが。

　少し大きめの文字で書いた『やりたいことリスト』は見られても構わない。その次に書かれた『①バーでお酒を飲む』もまだ許せる。許容範囲だろう。

　問題は、その次だ──。




　『②だれかと同衾する』




　その下にもつらつらと未来のやりたいことが箇条書きにされているが、そんなことはどうでもいい。

　誤魔化すか、口止めするか。

　究極の二択を迫られている心持ちの未来をよそに、玲央はメモをしっかり握りしめたまま無言で席についた。一瞬にしてピリッと張り詰めた空気に、未来も思わず息をひそめる。

　侮蔑。呆れ。あるいは、揶揄。一瞬のうちに未来が想像した玲央の感情は、どれも彼の表情からは伺えなかった。

　恐ろしくなるほどかたい表情をした玲央は、沈黙を貫く。未来は、押し殺していた息を小さく吐き出すと、震えそうになる声を必死で抑えながら彼の名前を呼んだ。

「成田くん、そのメモ──」

「だれでもいいなら、俺でもいいですよね？」

「……え？」

　玲央は、グラスを大きく傾け、喉仏を揺らしてサングリアを飲み干した。その所作を目で追いながら、未来はスローテンポで彼の言ったことを噛み砕く。

「軽蔑、しないの……？」

　予想を裏切る提案に、いちばん気になっていた疑問が口をついて出た。

　不思議と、玲央の発言と『据え膳食わねば』的な発想は結びつかない。容姿も性格も相手に困るようなレベルではないし、むしろ社内で玲央を狙っている女子社員がたくさんいることも知っている。そうでなくても、現に、この店にいる女の子に声をかけてお持ち帰りすることだってできるだろう。

　怪訝そうな未来に気づいたのだろう。玲央は首だけを回して彼女の方を向き、ゆっくりと瞬きをした。吸い込まれそうな濡れた瞳に魅了され、未来は視線を逸らすことさえ忘れてしまう。

「前の彼氏と別れて寂しいとか、単純に性欲処理がしたいだけとか、理由は何だっていいです。女の人だってそういう欲があって当然だし。ただ適当な男に引っかかって香川さんの身に何かあったら嫌なので。──さっき彼氏がいらないって言ってたってことは、コレは一晩限りって意味ですよね？」

　確信に満ちた疑問に、これ以上の駆け引きを諦めて嘆息した。

　さりげなく玲央の手からそのメモを引き抜き、他の紙束とまとめて手帳に挟み込む。今度は、うっかり落としてしまうことのないように手帳はバッグの奥底にしまった。

「俺が相手なら、全然知らない男より安心ですよ？」

　玲央の探るような眼差し。ほんの少しでも油断すれば、その隙をついて全力で牙をむいてきそうな、肉食獣の目だ。

　同じ会社の営業部にいる未来の従兄の大やま和とは、そういえばいつだったか、玲央のことを「攻めるタイミングを間違えない、営業の天才だ」と評していた。その言い回しの本当の意味を理解し、未来はこくりと唾を飲む。

　怖い、というのとは少し違う。恐れでも怯えでもないのに、なぜか背筋に震えが走った。興奮という言葉がいちばんしっくりくる感じがして、無意識に玲央と共にベッドにいる自分を想像してしまう。

　笑い話にして聞き流すこともできたはずなのに、そうする代わりにテーブルの上で両手を組む。緊張で指先が冷え、声を出そうとして開いた唇は乾いていた。

「成田くんなら他にたくさん相手してくれる女の子がいるでしょう？」

　疑心に満ちた視線を平然と受け止める年下の男。ゆったりと口角を上げたのは、己の勝利を確信したためだろうか。

　玲央の微笑に妖艶さを感じたのは、初めてのことだ。それも、絶対的な支配権を当たり前のように持つ男の色香。濡れた瞳の奥に、狩りを楽しむサディスティックな一面を垣間見た気がして、未来の鼓動が期待で速まる。

　最後のひと押し、とでも言うように、玲央が声を低くした。

「さっきも言いましたけど、理由なんてどうでもいいんです。でも、まどろっこしいのは嫌いなので、言い方を変えます。──未来さん、俺を口止めしなくていいんですか……？」





　＊






　駅前のロータリーでタクシーを拾い、ふたりはほとんど無言のまま未来のアパートに辿り着いた。

（未来さん、って、成田くんに名前を呼ばれたの、初めてかも……）

　ちらちらと玲央を盗み見て、そのたびに非現実的な今の展開に戸惑う。

　最寄り駅まで徒歩十五分。一階にコンビニが入っている三階建ての建物の、最上階の角部屋が未来の部屋だ。

　大して広くもない玄関だが、玲央とふたりで立つと余計に狭く感じる。玄関の照明をつけたスイッチの乾いた音が、沈黙を打ち破った。

「未来さん……」

　店でもタクシーでも必要以上に未来に触れることはなかった彼が、背後でドアが閉まった瞬間、彼女を壁に押しつけた。玲央のビジネスバッグが地面に落ち、他人事ながら、中身を案じてしまう。

「下のコンビニでちょっと買い物してきます」

　布の擦れ合う音がやけに大きく聞こえる。

　見かけ以上に強靭な玲央の肉体をリアルに感じ、体温が一気に上昇するのを感じた。

　きっと耳まで赤くなっている。──そう思った瞬間、同じことを考えたかのように、玲央が未来の左耳に唇を寄せる。鼓膜に直接注ぎ込まれる呼気に、くらくらとめまいがする。

「二十分……いや、十五分で戻ってくるので、もし本当に俺に抱かれる覚悟があるなら、その時は、──ドアを開けてください」

　右耳の真横に置かれた、玲央の骨ばった手。

　触れそうなほど近い距離で動く、かたちの良い唇。

「わかった。──ん、……ン、っ」

　魅了されたように同意を示した次の瞬間、未来の唇は玲央のそれにしっかりと塞がれた。白のサングリアを味見した時に感じた、果物の爽やかな香りが鼻孔をくすぐる。

　脅迫じみた言い方で未来を翻弄したくせに、こうして最終的な決断を未来に委ねるあたりがズルい。

「……ふ、っ……ん……」

　隙間から割って入った玲央の舌のせいで、未来の口内にサングリアの味が広がった。ふわりと喉に抜けるようなアルコールは、舌を絡め取られた瞬間、いっそう気配を強くする。

　優しくしごくように奥から舌先まで舐められ、その刺激に力が緩むと、今度は敏感な頬の裏側を攻められる。自分のものではない熱を持った粘膜が、優しいけれどもしつこく未来の細胞のひとつひとつを味わう。

「んむっ、……っ、ん」

　堪えきれなくなって未来が玲央のジャケットにしがみついたところで、始まった時と同じ唐突さで、玲央が唇を離した。

（何、今のキス……）

　ぼんやりと玲央を見上げると、ほんのり目元を赤くした濡れた瞳と視線が交わる。

「可愛い。もっとしてほしそうな顔してる」

　図星を指された羞恥で顔を背けたいのに、キスの名残を拭う玲央の親指のせいで動くことができなかった。

　狙っているのか、天然なのか。

　いわゆる、壁ドン。

　いわゆる、顎クイ。

　追い詰められて真っ赤になっているであろう未来を見て、満ち足りた微笑みを浮かべた玲央は、あっけなく両手を離し、ビジネスバッグを持ち直すとドアノブに手をかけた。

「危ないから、鍵はちゃんと閉めてくださいね」

「……いってらっしゃい」

　何も言わないのもおかしい気がした。仕方なく、人を見送る時に最適だと思われる言葉を口にする。

　玲央は、驚いたように両眉を上げたが、数秒おいてゆったりと微笑んだ。

「いってきます」

　ドアが閉まってしばらくの間、キスの余韻でその場に立ち尽くしていたが、コンコンとドアをノックする音で我に返る。幼児の留守番の如く、言いつけられた注意を思い出し、慌ててロックをかけて、キーチェーンもかけた。ドアスコープからそっと外を覗くと、玲央が階段に向かって歩いていくのが見える。カツカツと規則的な革靴の音が遠ざかる。

（どうしよう。十五分で戻ってくるって言ってたよね？　とりあえずシャワー？　待って、何着たらいいの？）

　混乱する頭で慌ててクローゼットに駆け寄り、仕舞っていた淡いアプリコット色のランジェリーを引っ張り出した。不思議と、玲央が戻ってきた時にドアを開けないという選択肢は考えもしなかった。

（今夜だけ……羽目を外してもいいよね？）

　ザッとシャワーを済ませ、上下セットの下着を身につける。

　遠慮がちにインターホンが鳴った時、未来はちょうど、ランジェリーと一緒に買ったバスローブを羽織ったところだった。ドアスコープの向こうにいる、玲央の姿を確認する。

「……あ、あの……おかえり？」

　もしかしたら玲央にとっては先ほどの口約束はただの冗談だったのかもしれない。──そう思ってしまったのは、彼が未来を見た瞬間、大きく瞠目したせいだった。

　感情にブレがないというか、常にポーカーフェイスで笑顔の仮面をまとっているような玲央が、今夜はやたらといろいろな表情を表に出す。

「成田くん、ごめんね！　私、冗談が通じな──ッ！」

　バタンと重たいドアが閉まり、一瞬にして玲央との距離がゼロになる。自分よりも高い体温を感じてから初めて、未来は自分がまた玲央に抱きしめられているのだと理解した。

「こんな格好でドアを開けてくれたってことは、──俺に抱かれる覚悟ができてるってことですよね？」

　やけどしそうなほど低くて熱い声に、内腿が震える。

　小さく頷くので精一杯の未来に、玲央はもう一度、触れるだけのキスをする。それだけでは物足りなくて、ねだるように玲央の瞳を見つめると、彼はゆっくりと自身の額を未来のそれにくっつけた。恋人同士のするような甘やかな行為に、うっかり何かを勘違いしそうになる。

「シャワーを借ります。もう少しだけ待っててください」

「あ、うん。あの……お風呂はそっちで、……タオルは、その棚にあるやつを適当に使ってくれる？」

「お借りします」

　職場で事務的なやりとりをする時と同じような会話。それなのに、玲央の眼差しに明らかな情欲を感じて、それだけで気恥ずかしくなる。

　ワンルームのアパートに自分以外の人の気配がするのは、初めてのことだ。

　浴室から聞こえてくる水音に耳をすませ、そんなことをぼんやり思っているうちに、どれだけ時間が経っただろう。シャワーを終えて部屋に入ってきた玲央は、ベッドに浅く腰かけた未来を見て、微かに眉をひそめた。

「未来さん……？」

　明らかに異性を感じさせる玲央を直視してしまい、未来は意味もなく自身のバスローブの合わせ目に手をやった。タオル地越しにもわかる鼓動は、間違いなく、今夜だけでもう数えられないくらい人生最速記録を塗り替えている。

「ごめ……私、こういうこと、慣れてなくて……」

　まだ少しだけ水滴が残る肌。ほどよく鍛えられた胸板と二の腕。くっきりと割れた腹筋まで目で追い、黒のボクサーパンツに一瞬だけ視線を這わせて慌てて顔を上げた。

　赤面を隠す間もなく、狭いアパートでやけに存在感を放つ男によって、未来はたちまち距離を詰められる。

「……大丈夫。未来さん、どんなふうにされたい？　優しく？　それとも──」

　玲央の湿った肌が未来のバスローブに重なり、そのままふわっと、まるでガラス細工でも扱うかのように優しく抱きしめられる。ベッドの下に膝立ちになった彼は、未来を安心させるようにゆっくりと言葉を紡いだ。

「激しくされるのが好き……？」

　それが癖なのか、玲央はまた未来の顔を覗き込んだ。些細な仕草の意味を一つも見落とすまいとするような熱視線が、──世界でいちばん愛おしいものを見つめるような情欲に満ちた眼差しが、未来を絡め取る。

　どんなふうに？　そんなの決まってる。

「できれば、──できれば、成田くんが本当に好きな人とする時みたいにしてほしいの」

　錯覚でもいいから、一度でかまわないから、誰かに大事にされてみたい。本当に愛される感覚を、自分の肌で体験してみたい。

　発言が重すぎただろうか、と不安になったが、玲央は眩しいものでも見るかのように目を細めただけだった。次の言葉を紡ぐ暇もなく、今度は両頬に手を添えられ、額に触れるだけのキスをされる。

　条件反射でまぶたを閉じれば、ほとんど距離を感じさせないくらいの近さで玲央のかすれた声が聞こえた。

「喜んで」

　左まぶた、目尻、左頬、鼻先……と順に玲央の唇が未来の顔を辿る。どこまでもやさしい触れ方に、緊張していた未来の全身から力が抜けた。くたりと玲央に体を預けたことで、理屈では説明のつかない安堵を覚える。

「未来さん、キスされるの好き？」

　唇をかすめ、未来のあごに唇を押し当ててから、玲央が問う。

　ぐわりと揺れてしまいそうになる上体を、彼の力強い手が背中から支えてくれる。

「ん、……好き」

　自分ではないだれかが答えているかのように、遠くの方で声が聞こえた。

（気持ちいい……）

　けれど、一定のリズムで繰り返されていたキスの雨は、ふいに止まった。

「……成田くん？」

　未来の視界に、先ほどまでの穏やかさを捨て去った玲央の顔が映り込む。心なしか彼の顔が赤い。

　視線を真正面から受け止め、玲央はゆっくりと目元をゆるめた。

「いや、好きって言われるの、こんなにクるもんなんだなぁ、と。……それより、名前で呼んでほしいです」

「……名前？」

「そう。玲央って……」

「……玲央、くん？　あ……！」

　バスローブの襟元は、玲央の手によって一瞬で大きく開かれた。淡い黄赤のブラに包まれた平均より大きな胸がこぼれ出る。

　巨乳に良い思い出など一切ない。むしろ未来のコンプレックスだ。今まで付き合ってきた元彼たちは、みんな一様に未来の大きな胸を喜んだけれど、同時に、未来への過剰な期待や勘違いもしていた。その多くが、経験豊富そうという安直な思い込みで、現実とのギャップに逆ギレした元カレもいたほどだ。

（経験豊富どころか、思いっきり初心者マークでも貼っておきたいくらいの乏しい経験しかないのにな。でももしかして、成田くんも勘違いしてる……？）

　人生で一度だけ奔放に振る舞ってみよう。そう決めた心が、しゅるしゅるとしぼむのを感じた。

　勝手な言い分を押しつけられ、彼らの理想に届かなかったからと言って、未来が咎められるいわれはない。

　そんな不安を一蹴するかのような甘い感嘆の息が、玲央のかたちの良い唇の隙間から吐き出される。

「未来さん、すごい……きれいだ」

　ガラス細工でも扱うかのような繊細な手が、首筋から鎖骨、鎖骨から胸の谷間へと滑っていく。ブラのレースに触れたところで手は止まり、玲央がもう一度「きれいだ」と呟くのが聞こえた。その声色に嘘もお世辞も微塵も感じられず、今度は不安とは違う理由で身を捩りたくなる。

「ただ大きいだけで、恥ずかしい……」

「だめ。隠さないで」

　無意識に胸元を隠そうとした両手は、あっさりと玲央の手に阻まれた。社内でも随一と言われるイケメンが自分のアパートの一室で跪き、あまつさえ、半裸の自分を食い入るように見つめている。──その非現実的なシチュエーションに、未来の心臓が早鐘を打つ。

「もったいないから、脱がせたくないな……」

　ギリギリ聞き取れる程度の低音は、情欲の気配が濃厚で、彼女の方が蕩けそうになる。

　玲央は宣言通り、薄い布地はそのままにして未来の左胸の頂にかぶりついた。

「ん、ァ！　──ぁあンっ！」

　やわらかな布越しに感じる、熱を帯びたあまがゆい刺激。ゾクゾクでもビクビクでもない、言葉にできないような悦楽が未来の背骨を走り、脳も下腹部も痺れるのがわかった。

（なに、これ……）

　理解が追いつかないのに、本能は素直に快楽を受け入れる。胸への愛撫を受けた経験がないわけではないが、そんなつたない記憶が霞むような丁寧な舌遣いだった。

　焦れるようなもどかしさを不満に思うより先に、玲央は未来の背中に片手を回すと、あっという間にブラのホックを外した。

　ふわっと解放感に包まれた次の瞬間、アプリコット色のブラはあっけなくその役目を終え、大きめの胸がまろび出る。一瞬だけ外気に晒された敏感な突起は、すぐさま玲央の熱い口内に呑み込まれた。

「んん、……ぁ、……やぁっ！」

　左胸の乳嘴が玲央のやわらかな舌でちゅくちゅくと転がされる。嬲られるたびに、甘い電流が走るような感覚で未来の尾てい骨のあたりが痺れる。

「ア、ぁぁあっ──ん、ふッ！」

（だめ、声が出ちゃう……！）

　かたくなった先端をぢゅっと吸われた瞬間、未来は堪えきれずに手の甲で自身の口を覆った。のけぞるようにして身をくねらせた未来に、玲央がやっと唇を離す。

「可愛い。未来さん、すごい敏感だね」

　胸の蕾にフッと息を吹きかけられ、過敏になったそこが微弱な責め苦を受け止める。

　未来が息を殺すのを見越していたかのように、玲央は今度は右の乳嘴に口を寄せた。身構えるよりも前に左の胸は大きな手のひらに包まれ、やわやわとやさしく揉まれる。

「──んんっ！　ぁ、っ！」

「右も左もどっちもよさそうだけど、……こっちの方が感じる？」

「んむ、んん……っ！」

　玲央は未来の返事を聞くこともなく、空いた手をそっと脇腹から腰骨に滑らせる。絶え間なく与えられる疼くような刺激と手のひらのくすぐったい感覚に、未来の両目に薄く涙が滲んだ。

（待って、だめ！　気持ち良すぎて……！）

　声に出せない悲鳴を、自身の手の甲で塞ぎ止める。くぐもった声が漏れたことも気恥ずかしい。

（なに、こんな……知らない……！）

　甘やかすような、愛おしむような、優しさに満ち溢れた愛撫。

　玲央の舌はリズムを変えて未来の乳頭を舐め転がし、反応を伺う。同じように、彼の長い指が未来の左胸の飾りをくすぐり弾き、そのたびにビクビクと未来の腰が勝手に震えてしまう。

「ンむ、っ……──ぁ！」

「未来さん、だーめ」

　まるで幼子に言い聞かせるかの如き甘やかな声音と共に、玲央の愛撫は止まった。続きをねだるより先に、彼の熱を帯びた手が未来の手首を掴む。そのままぐいと引っ張られ、未来は思わず不満のあまり眉根を寄せた。けれど、そんな彼女を玲央が真剣な眼差しで見つめ返す。

「未来さん、だめだよ。体に傷をつけちゃ」

（──あ……！）

　声を押し殺すために手の甲に歯を立てた。痛みより、玲央がくれる快感の方が圧倒的で、堪えきれなくて。

　赤くなった薄い皮膚に玲央が唇を寄せる。

「だって、変な声が出ちゃうの……」

　隣室には未来と同じく会社員らしい女性が住んでいる。言葉を交わしたことはないが、仕事帰りやごみ捨てのタイミングで顔を合わせれば会釈くらいはする仲だ。こんな声を聞かれたら、恥ずかしくて彼女の顔を直視できないだろう。

　けれど、玲央はまったく意に介さず、歯型の薄く残る未来の手の甲の部分に赤い舌を這わせる。見せつけるかのような緩慢な動作に、未来はまた目を奪われた。

「我慢しないで。好きな人が出す声なら、どんな声でも聞きたい……」

　チュ、と生々しい水音を立て、玲央が唇を離した。触れられた場所だけが焼けるように熱い。

（好きな人、って……）

　『好きな人とするようにしてほしい』なんてお願いをしたせいだろう。そうわかっていても、妖艶さを放つ男に真顔でそう言われれば、本気にしてしまいそうになる。

　戸惑う未来をよそに、玲央は床に落ちていたネクタイに手を伸ばした。

「また傷をつけないようにしないと」

　こんなにきれいなんだから、と囁くようにつけ加えられ、あっという間に両手首をネクタイで拘束される。祈りをささげるように両手を組んだ状態で自由を奪われたけれど、やわらかな布地のせいか、そういう結び方なのか、痛くはなかった。

「怖い……？」

　少し考え、未来は小さく首を横に振った。玲央の獰猛な目を見れば、恐怖よりも興奮の方が先に立つ。

　誰かに求められ、欲しがられる快感は、未来が久しく経験していないものだった。

「良かった。本当に怖くなったらすぐに外せるよ。でも、これから未来さんをもっと感じさせるから、体に傷はつけないでほしいから少しだけ我慢して」

「成田く、……待っ！」

「玲央。ちゃんと名前で呼んで」

「──っ！」

　玲央は、床から立ち上がり、自身もベッドにのぼると、迷うことなく未来を背後から抱きしめた。そして、脚を投げ出すようにして座ったまま彼女を包み込み、唇を耳元に寄せる。

　すっかりはだけたバスローブでさえ邪魔だと言わんばかりに乱雑に払い除け、玲央はもう一度、未来の胸に両手を添えた。

「すごい。やわらかくて気持ちいい」

「っ、ぁ、……ん、ふ」

　ふたつの小さな突起はそれぞれ玲央の親指と中指につままれ、こよりを作るように捏ねられる。単調な動作の中で、時折、ペースを乱すように人差し指で先端を押され、そのたびにあまりの気持ちよさに脳の奥で光が明滅する。微弱な悦楽は足のつけ根のあたりに蓄積し、次への期待が膨らんでいく。

「や、ぁ……！」

「先っぽをいじられるのが好きなの？　ここを指でこすってあげると、未来さんの顔が溶けそうになる」

「んん、っ、──や、玲央くん、そればっかり、しちゃだめぇ……！」

　舌っ足らずな懇願に、玲央は喉奥で低く笑った。背後にいる彼の表情が見えない分、首筋に当たる熱い吐息と声から興奮がひしひしと伝わってくる。

（それに、玲央くんの……すごくおっきくなってる……）

　玲央を椅子代わりにしている状態だ。当然、おしりの下で存在を主張している剛直に気づかないはずがない。

（どうしよう、嬉しい……）

　正直すぎる男の反応に、未来の中で純然たる喜びが湧き上がる。

「だめ……？　じゃあ、次はどこを触ってほしい？」

　右耳に直接吹き込まれた、いじわるな質問。からかうように耳たぶを食まれ、ぞわぞわとした感覚に全身の力が抜ける。

　未来の中にあった躊躇が、一瞬で霧散した。

　確認しなくてもわかる。もうとろとろに淫蜜を吐き出しているはずの蜜壺に、玲央の長い指で早く触ってほしくて仕方がない。

「もっと、──もっと下も触ってほしいの」

「もっと下？　こっちのこと？」

　玲央の右手が胸から脇腹へと滑る。くすぐったくて身をよじれば、玲央の右手はわざとらしく臍のあたりを彷徨う。

「ん、ぁ……！」

「未来さん……？」

　そこが弱点だと悟ったのか、玲央がゆったりと未来の耳に舌を這わせる。そうしている間も、彼の左手は絶え間なく未来の敏感な胸の蕾を扱き、右手は期待を煽るように未来のショーツの縁をなぞる。

「もっと？」

　甘やかな誘惑の声に、未来は夢中で頷いた。手首を拘束されていなければ、きっともう一秒だって待つことができずに、自慰を始めていただろう。今までに一度も感じたことのないほどの飢餓感に気が狂いそうになるのに、玲央の手で翻弄されるのが気持ちよくて仕方ない。

「もっと、……もっとシて！」

「こんなにきれいな上にエロいとか、ほんと、ヤバイ」

「……ん、んムッ！」

　ぐずる未来を最後まで待つことなく、玲央は一瞬だけ右手で彼女の顎を掴んだ。おもむろに横を向かせ、すぐさま未来の口を自身の口で塞ぐ。直後、玲央の右手は未来の両足を割り開いた。それだけで水音が立ちそうな、濡れそぼった秘処は、喜んで彼の手を受け止める。

「あ、……っ、ん、……アァ！」

　未来の口から、意味をなさない声がこぼれた。

　人生で初めて買ったオープンショーツは、玲央の指先によって難なくこじ開けられた。玲央自身も予想外だったのか、探っていた手が止まる。唇が離れたことに不満を覚える。けれど、もっとキスして、と未来がねだるより先に、玲央は低い声で囁いた。

「未来さん、この下着は自分で買ったの？　エロすぎ。こんなの着て他の男をたぶらかそうとしてたなんて、……お仕置きしないとね」

　職場での人懐っこい玲央と全く違う、感情の読めないトーン。ただ、言葉の端々から感じた加虐性に、未来の全身を痺れるような震えが走り、淫猥な期待で秘処がさらに潤むのがわかった。玲央に気づかれたくなくて無意識に足を閉じようとしたが、今度もまた、彼の方が機敏に未来の動きを封じた。その直後、彼は何のためらいもなく未来の秘処に指を一本差し入れた。

「あ、ァんっ、……ああああんんんっ！」

　縛られたままの手で口を塞ぐこともできず、懸命に声を押し殺すが、玲央は未来を観察するかのようにわざとらしく彼女を見つめる。

　未来のものより太くて長い指が秘裂をめくるようにして隘路から引き抜かれる。満たされる喜びを知ってしまった内壁が、さらなる刺激を求めてうごめいた。

「やばい。……めちゃくちゃエロい」

「ンぁ、ゃ、玲央く……抜かないでっ……！」

　喉奥を震わせて低く笑った彼は、左手の親指で胸の先端をやさしく引っかいた。少しだけ痛みのある鋭利な愉悦に、腰が震える。そのせいで、小さなオープンショーツの中で立ち上がっていた淫芽が布地にこすれ、そこからも刺されるような強い快感が生まれた。

（もうダメ……！　我慢できない……！）

　生理的な涙で両頬が濡れる。玲央はますます嬉しげに囁いた。

「指一本じゃ足りないでしょ？　増やしてあげるね」

「あ、ぁあ、……ん！」

　レースの狭間から二本目の指が差し入れられ、その先端は遠慮も容赦もなく未来の敏感な割れ目をさらに押し開く。くちゅ、という湿った淫靡な音が未来の鼓膜を揺らした。

「あぁ、すごい濡れてるね、ここ。未来さん、わかる？」

「わかんな、い……」

　弱々しく首を振った未来を見て、玲央は目を細めた。それが恍惚とした表情にも思え、自尊心をくすぐられる。

「うそつき。ここはすごく喜んでるよ。聞こえるでしょ？　俺が指を動かすたびにぐちゅぐちゅって音がする。それにほら──」

　意地悪に語られる、卑猥すぎる描写。それと共に淫らな襞をぱっかりと二本の指で割り開かれ、玲央の眼前に晒された。

「もっと欲しそうにヒクヒクしてる」

「ン、ふぁ、っ……！」

「あぁ、こっちもぬるぬるだ」

　不意打ちの強すぎる快感に、未来の口から嬌声が漏れた。陰核を指で転がされているのだ、と理解した瞬間、玲央が指の力加減を変えた。とろみを帯びた蜜をまとっているせいか、敏感な淫芽は抵抗もなくなすがままに転がされ、おなかの奥に熱が溜まる。

「あぁぁっ！　や、だめぇ……！」

「ん？　未来さん、こっちも弱い？」

　くすくすと歌うような囁きに、未来は夢中で首を振って答えた。

「わかんないの。──あ、ァぁ、それ、ダメぇ……！　気持ち良すぎるからぁ……！」

「参ったな。そんな可愛い顔でダメって言われても逆効果だよ？」

　涙の向こうに微笑を浮かべる端正な顔が見え、心臓を締めつけられるような感覚に襲われる。

「もっとシたくなる──」

　玲央の手が何かを探すように未来のナカを動く。凹凸のひとつずつを慎重になぞっていた人差し指が、偶然、ある一点に触れた瞬間、未来の眼前で火花が散った気がした。

「んんんっ！　ぁ、そこ、……なんで……！」

「……あ、見つけた。未来さんの気持ちいいところ」

　確かめるように、玲央が何度もおなか側の肉壁、ちょうどおへその裏側あたりを指で弾く。狭い隘路で彼の指が媚肉をこするたび、蕩けるような気持ち良さが全身に広がる。

「んぁ、っ……、玲央くん、待って！　そこ、変！」

「変じゃないよ。大丈夫」

「で、でも……」

「触られたこと、ないの？　自分で触ったことは？」

　きっと顔が真っ赤になっているだろう。ブンブンと大きく横に首を振ると、なぜか嬉しそうな玲央にもう一度「大丈夫」と囁き返される。

　揺らぐことのない、自信に満ちた言葉に安心感を得るけれど、それでも初めての経験への恐怖は残る。

「でも、おかしくなっちゃう……」

「ん、おかしくなっていいよ。本当はえっちな未来さん、すごく可愛い」




　許された。

　認められた。

　受け入れてもらえた。




　心に火がともるような歓喜に襲われた次の瞬間、「可愛すぎて、もっとめちゃくちゃにしたくなる」とワントーン低い声で物騒なことを告げられる。言葉だけでなく態度でもそう告げるかのように、玲央の人差し指と中指は器用にナカの弱いところを擦り、親指が蜜をまとった陰核をぬるりと嬲った。

（あ、ダメ。もう、イッちゃう──！）

　そう思った次の瞬間、パーンと中から何かが吹き飛ぶような感覚に襲われた。

「あ、ぁァっ、……んんっ！　玲央、くん……！」

　ふたつの場所に同時に与えられた強すぎる衝撃で、ビクビクビク、と断続的に未来の全身が痙攣する。人生で初めて他人に導かれた絶頂は、想像を絶するほどのもので、余韻に浸る余裕もない。

（ううん、違う。玲央くんだからかも……）

　根拠もなくそう思い、恥ずかしさに思わず彼から顔を背けた。それを、絶頂後の照れ隠しと勘違いしたのだろう。玲央が甘やかな態度で未来の耳元に唇を近づける。

「すご、……俺の指、キュウキュウ締めつけてる。──俺のせいでイッちゃったね」

　嬉しそうな表情は、見なくてもわかった。『俺のせいで』という言葉に意地悪なアクセントを感じ、余計にきつく肉襞が痙攣する。

　羞恥心で顔が熱い。

「こんなにエロい格好で、こんなに感じやすくて、こんなにきれいで……未来さん、ほんとに最高すぎる」

　今度はご褒美をあげなきゃね、という呟きに合わせて、未来の秘裂に三本目の玲央の指が挿入された。狭い淫筒は、けれど、新たな侵入者を歓迎し、ゆるゆるとわななく。

「ん、ぁぁあっ！」

「さすがに三本はきついかな……。でも、もう少し慣らしておかないと」

　長い指が肉壁をくまなく擦り、そこで生じたなんとも言えない愉悦が次々と脳までダイレクトに全身を走った。玲央の独り言の意味を噛み砕く余裕さえない。

（待って、玲央くんの指、すごく気持ちいい……！）

　与えられる快楽は苦しいほどなのに、その先が欲しい。快楽漬けにされた頭からは理性が飛び去り、動物としての本能が貪欲にさらなる刺激を渇望する。

「玲央くん、もう、これ外して……。お願い、ぎゅっとしたいの……！　玲央くんのでイきたい」

　こんなおねだりみたいなこと、今までに一度としてしたことがない。それなのにするりと口から本音が飛び出た。

　短く息を呑んだ玲央は、すぐさま破顔する。

「未来さん、わかっててやってる？　そのおねだり、すごい破壊力」

　玲央は困ったような笑顔を浮かべ、片手だけでしゅるりと未来の手首のネクタイを解く。

　解放された瞬間、未来は、我慢できずに身をよじり、背後にいた玲央に抱きついた。バランスを崩しそうになったが、玲央の鍛えられた肉体は揺らぐことなく未来を受け止める。

　こうしたかった──。

　玲央の胸板で押し潰された胸が、喜びで震えた。

　安心させるように背中にあてがわれた熱い手は、そのまま宥めるように彼女の背骨をゆっくりとさする。

　チュッと短いリップ音を立ててキスをしてから、玲央は未来の顔を覗き込んだ。

「俺も我慢の限界。──挿れるよ」

　こくりと頷けば、待ってて、と微笑まれた。左右対称の完璧なその顔に、計り知れない情欲を見て、未来の心臓がドクッとまたひとつ跳ねる。

　玲央はフローリングに転がっていたコンビニのビニール袋から避妊具を取り出し、手早く裸になると自身の屹立に被せた。臍につきそうなほどに猛々しく上を向いたそれは、未来の知っているものよりも一回りも二回りも大きい。

（あんなにおっきいのに、入るの……？）

　不安が顔に出ていたのかもしれない。準備を終えた玲央が、また未来の手を引き、安心させるように抱きしめる。

　さっきまでとは違い、今度は正面から抱き合うようにして玲央を跨がされる。

「……このままできる？　一回目は、未来さんとくっついたままシたい」

　〝一回目〟という単語に首を傾げたくなったが、肉襞の下に感じる玲央の熱のせいで何も考えられなかった。

　彼の言う〝このまま〟というのは、おそらく対面座位というやつだろう。おぼろげながら知識としては知っているが、実際にしたことはない。してみたいけれど、正直、不安だ。

　未来のためらいを見て取ったのか、玲央はおもむろに自身の剛直に手を添え、手助けするかのように未来のそぼ濡れた蜜口に自身の切っ先を当てがった。雄芯が淫襞を少し押し広げただけで、身震いするほどの歓喜が湧き上がる。奥まで欲しい、という原始的な欲求で、未来は無意識に玲央に腰を押しつけた。

「ん、……ゃ、もっと、……もっと奥まで、欲しい」

「いいよ、あげる」

　ふわっと笑った玲央は、「深いところまでいっぱい突いてあげる」と言うと、両手で未来の腰を掴んだ。

「ふ、あ、ぁぁあっ！　……ん、むぐ、っ！」

　ずちゅっ、という卑猥な音に続き、熱杭に蜜路を押し広げられた。とんでもなく気持ちいい感覚に意識が飛びそうになる。悲鳴のような喘ぎ声は玲央の唇で塞がれ、言葉にならない悦楽の波がふたりの結合部から波紋のように広がる。

（うそ、そんな奥まで……！）

　指で散々慣らされていたはずなのに、玲央の長大な楔は、それでも未来の淫筒をみっちりと塞いだのがわかる。最大限まで押し広げられた肉壁からは、玲央の杭の血管の凹凸まで伝わってくるようだ。

「ん、んんっ、……あぁっ！」

　最奥に雄根が届いた瞬間、水膜で霞む視界で、燃えるような激しさをむき出しにした玲央が影のある笑みを浮かべた。

「未来さん、最高に気持ちいい。ほら、俺のを咥えて、美味しそうに涎を垂らしてる」

　その証を知らしめるように、玲央はわざとらしくゆっくりと腰を上下に動かした。鈍い水音があたりに響き、玲央の熱い呼気が未来の肌をくすぐる。

　雄根の緩慢な律動で、触れ合う場所から言いようのない愉悦が広がり、未来は夢中で玲央に腰を押しつけた。

「あ、ぁぁん、奥、当たる……！」

「そうだね。ちゃんと素直におねだりできたから、約束通り、未来さんの可愛いここ、いっぱいこすってあげようね」

　非の打ちどころのない美丈夫が、自分を見つめ、浮かされたように目元を緩ませる。その甘やかな感覚に、身も心も蕩けそうになる。

　キュンとときめいた刹那、未来の隘路が素直に反応した。ずちゅっ、と玲央を深く咥え込み、下腹部の筋肉が収縮する。

「すごい。ナカがうねってる。こうされるの、好きなの？」

「ん、好き。──ぁ、ぁあっ、やァ、なんで激しく……っ！」

「未来さんが可愛いのが悪い」

「意味、わかんな……！」

「今はまだわかんなくていいよ……」

　がつんがつんと内臓を押し上げられるほどに下から突き上げられ、玲央が動くたびにぬちゃぬちゃと濁った水音がこだまする。蓄積していく愉悦が、またすぐに弾け飛ぶだろうという予感がした。

　同じことを悟ったのだろう。腰遣いはそのままで、玲央が右手を未来の胸に這わせる。先ほどと同じ、こよりを作るかのような繊細な指の動き。重ねて、反対の胸の蕾に舌を這わせた。ぬるりとした玲央の粘膜が、指の動きに合わせて乳頭を転がす。突き刺さるような快楽が次々と湧き上がるのに、それをやり過ごすこともできない。無意識に逃げようと上体を逸らせば、そうはさせまい、と、玲央の左手が未来の背中に添えられた。

　ほとんど自由を奪われたままで、あばかれたばかりの最奥を穿たれればひとたまりもない。がくがくと全身を揺さぶられ、視界も思考も何もかもが大きく揺らぐのがわかる。

　凹凸がわかるほどにしっかりと密着した玲央の楔は、その律動で未来の蜜壺から淫蜜を掻き出す。

「ぁ、あっ！　だめ、イっちゃう……！」

　カリッと胸の飾りに玲央が歯を立てた。その痛みさえも快楽と理解した頭は、刹那、真っ白に弾けた。

「ん、……ぁぁあっ！」

　限界までナカを押し広げられ、楔を根本まで呑み込んだせいで苦しいほどの圧迫感に襲われているのに、今はそれさえも気持ち良くて、何も考えられなくなった。

　暗いトンネルから抜け出したような、宙に放り出されるような、そんな初めての体験にも関わらず、未来の隘路は当然のように玲央の雄芯を締め上げる。

「俺も──！」

　ぴゅくぴゅくぴゅく、と蜜壺の中で玲央の雄芯が跳ねるのを感じた。吐精しているのだ、と悟り、胸のうちにほっこりと温かな光がともった気持ちになる。

（どうしよう、……嬉しい）

　自分が性的に満足したことも幸せだけれど、それと同じくらい、──いや、それ以上に、玲央が自分で満足してくれたことが嬉しい。

「こーら。未来さん、何か別なこと考えてる？」

　腕の中にいる未来を覗き込むようにして、不満げな顔の玲央が問いかける。けれど、返事を待つことなく、未来をそっと抱きしめた。行為の後でこんなに優しくされたことがない未来は、驚きながらも抱擁を受け入れた。

　少しだけ汗ばんだ肌は、体温が高くて安心する。

「あと三十秒──、……二十……」

　ローテーブルに視線を向けた玲央が、何かをぶつぶつと呟くが、未来はまだ自分の隘路に押し込まれたままの彼の雄芯のせいで気もそぞろだ。とりあえず一旦離れて、それからシャワーを……、と思った瞬間、グイッと顎をつかまれ、貪るようなキスをされる。




　誕生日おめでとう……。




　唇が重なる前に聞こえた囁きは、無上の甘さを秘めていた。

　淫道の中で、一度精を吐き出したはずの熱杭が再び鎌首をもたげるのがわかる。

「ん、んムッ、──ふ、ぁ……っ！」

　ぬちゃっ、と湿った音を上げて、玲央の雄根が引き抜かれる。同時に唇も離され、「ゃあ……」と不満の声が漏れた。

　くくッ、と玲央が肩を震わせる。

「誕生日おめでとう、未来さん」

　チュッと軽い音を立てて与えられる、触れるだけのキス。

「ありがと……」

　今朝まで、──正確には、数時間前まで、こんなかたちで自分が三十歳の誕生日を迎えるとは思っていなかった。不幸だと言えば明らかに言い過ぎだが、満ち足りているわけでもなく、きっといつもと同じ夜を過ごすのだと確信していた。

　それなのに──。

「未来さん、ごめん。俺、まだ足りない」

　何が足りないのか、聞き返す必要もなかった。

　手早く避妊具の処理を済ませた玲央の大きな手の中で、彼の男根は未だ萎えることもなく、透明な液に濡れて天を向いている。

　少し湿ったやわらかな髪。妖しく煌めく双眸。「未来さんは？」と問う低い声。何もかもが淫靡で、未来は魅せられたように両手を玲央の方に伸ばした。

「足りないから、──もっと、シて……？」

　未来の返答に満足したのか、玲央は口角を上げると、ベッドサイドに転がった避妊具の箱から新しいパッケージをひとつ取り出した──。







【２】








　気だるささえも心地良い朝なんて、何年ぶりだろう。

　普通の会社員として毎日を送っている未来にとって、ウィークデーの朝に楽しみなんて何もない。テンションが上がるとすれば、せいぜい、たまの贅沢でちょっと高価なグラノーラバーを買った時か、あるいは、偶然目にした星占いで天秤座が一位だった時くらいだ。

「……くさん、……未来さん？」

　けれど、ゆったりと頭を撫でられ、やさしく名前を呼ばれて。しかも恋人のように未来を甘やかしているのが社内でも人気のエリート後輩なのだから、今年一年でいちばん幸せな朝かもしれない。

　自分の考えに自分でくすりと笑ってしまう。

　寝ぼけ眼であたたかな毛布の中から声のする方を見れば、低音の持ち主は、すでにスーツ姿で出勤準備を整えていたようだった。

「大変！　遅刻!?」

　慌てて跳ね起きた未来に、玲央が「まだ大丈夫」と声をかける。ローテーブルの上のデジタル時計の表示は、確かに、まだ出勤時間まで余裕があることを告げている。

「すみません。もう少し寝かせてあげたかったんですけど、俺、今日は朝イチで取引先に行かなきゃいけなくて……」

　申し訳なさそうに眉を下げた後輩に、未来の方がいたたまれない気持ちになる。

「ごめん、私ったら──！」

「未来さん、ここからならまだ出勤まで時間ありますよね？　もう少し寝ててください。鍵だけ貸してくれれば、俺は勝手に鍵かけて仕事に行きます。使った後に郵便受けに入れておくので」

「でも──」

「大丈夫。そんなことより……」

　玲央の声のトーンが下がり、ベッドで上体を起こしていた未来に玲央が顔を近づける。

「ん、んむ、……っ、……ふ、ァ……！」

　押しつけられた唇のやわらかさは、昨日の記憶とまったく同じで、未来の体は従順にそれを受け止めた。隙間を割り開くようにして挿し込まれた舌が、昨晩の淫靡な行為を連想させるようにちゅぷちゅぷとゆっくり出し入れされる。

　口内を熱い舌で満たされれば嬉しくて、粘膜を彼の粘膜でこすられれば気持ち良い。からかうように舌を抜き取られれば、おなかの奥底がうずくほどの渇望に見舞われて、思わず自身の舌を捧げてしまう。

（キス、気持ちいい……）

　結合部からどちらのものかもわからない唾液がこぼれ、未来の顎を伝った。

「……ン、……ぁ……！」

　もっと、と思ったのに、玲央はあっさりと唇を離した。霞みがかった思考を遮るかのように、昨日知ったばかりの玲央の色気をまとった声が耳に直接注ぎ込まれる。

「その格好に、その顔。朝からめちゃくちゃエロい……」

　体温の高い玲央の指が、未来のバスローブの襟元をなぞる。指の辿る道筋は、体の中央よりもずいぶんと外側で、未来は自分の着衣が乱れていることを教えられた。同時に、明け方までさんざん喘ぎ、悶え、懇願した自分をはっきりと思い出し、羞恥で顔に熱が籠もる。

　そんな彼女を追い詰めた玲央の手は、我が物顔で左のふくらみを包み込んだ。たぷたぷ、むにゅむにゅと淫猥にそれを揉みながら、官能をまとった声で言葉を続ける。

「俺、未来さんのおっきな胸、好きだよ──？　真っ白で、やわらかくて、……ほら、こんなふうにするとすぐにここがかたくなっちゃうところも可愛い」

　言葉の通り、彼の指が胸の先端をかすめた瞬間、乳嘴がかたく尖る。

　朝日を浴びて光る、玲央の色素の薄い髪。昨晩の名残の色香をまとう、低くやわらかな声。未来を覗き込む彼の瞳は、確かに、欲情で潤んでいるのもわかる。

　甘い期待にぞくりと未来の背筋が震えた瞬間、玲央は口元に笑みを浮かべた。

「さて。俺はそろそろ行かないと」

「あっ……」

　つい口から出た歓喜の声は聞かなかったふりをして、うずき始めた己の体を叱咤する。




『仕事に行かずに、ずっと未来さんとこうしていたい』




　ひとことでもそんなことを言ってもらえれば、とうっかり夢想した自分に、慌てて頭を振った。

（何考えてるの！　昨日のあれは、そういう意味じゃないから！　あれっきりのこと！　勘違いしちゃだめ！）

　玲央が遅刻しては大変、と、考えるのは後回しにしてベッドから抜け出し、部屋の鍵を手に取った。勿論、バスローブの合わせはしっかり閉じている。

　そんな彼女に、玲央はゆるく口角を上げて、手を差し出した。鍵を受け取るためか、と思ったが、なぜかその手にはクリーム色の付箋がある。

「俺のプライベートの連絡先」

　数字やアルファベットの羅列に目を走らせている間に、メモを握らされ、代わりに鍵を奪われる。

「あ、待って。玄関まで見送るから──」

　先を切って狭い部屋を横切ろうとしたが、はっきりと横に首を振った玲央に拒まれた。拒絶に傷ついたけれど、彼は名残惜しげに未来の唇に触れるだけのキスをする。

「玄関で見送られると仕事に行く気がなくなりそうなので、ここで大丈夫です。鍵は郵便受けに入れておきますね。それと──」

　まるで職場にいる時のような、折り目正しい口調。それでも冷たさや拒絶を感じないのは、唇に残る玲央の体温のせいだ。

　渡されたばかりのメモを握っていた右手に、玲央の手が添えられる。触れるか触れないかの羽のように軽い感触に、またもやぞくりと興奮が募る。

（手を触られてるだけなのに、私、どうしちゃったの……？）

　おののいて手を引こうとしたことに気づいたのだろう。獰猛な肉食獣のような眼差しに射抜かれ、俊敏な玲央の手によって未来の手が包まれる。

「ちゃんとここに連絡してくださいね？」

　こくりと頷くと、彼はうっとりと口元に笑みを浮かべた。

「じゃあ、俺は先に行きます」

「あ、うん。……いってらっしゃい」

　昨晩のやりとりをなぞるように、玲央が両眉を上げる。けれど、驚いた顔をしたのは一瞬で、すぐさま甘い、まるで本物の恋人だけに見せるような甘い笑顔を浮かべた。

「いってきます」

　狭い部屋を横切る背中。玄関で靴を履く気配。重い鉄の扉が閉まる音。そして、外から施錠される音。郵便受けに鍵が落ちるところまでベッドの中で待ち、はあ、と戸惑いのため息をつく。

　デジタル時計に目を走らせると、未来もそろそろ出勤の準備を始めなければいけない時間だった。

（とりあえず、考えるのは後からにしよう……）

　ひとりになった途端、全身に倦怠感を覚える。しつこく舐めしゃぶられた乳嘴は未だに過敏で、バスローブの下でかたく尖ったままだ。唾液まみれになるほど愛でられた乳房も、おなかも、太ももも、全身が甘くくすぐったい。それに、生まれて初めて意識した隘路の最奥は、まだ玲央の熱杭の存在をリアルに感じられるほどで、意識した途端に新たな蜜があふれ出しそうになる。

（私ったら、何考えてるの！）

　人生観がまるごと覆るほどの濃密な一夜。それは確かに未来の何かを変えた気がする。その証拠に、今朝は、いつもよりも晴れやかで前向きな気分だ。

「……この前買った白のブラウス、着てみようかな……」

　そう独りごち、未来は出勤の準備をすべく、ベッドから抜け出した。





　＊






「わぁ！　未来さん、今日はなんか違いますね！」

　生産管理部に到着し、デスクについた瞬間、すでに出勤していた同僚の里り奈なにそう指摘された。

「やっぱり変、かな？」

　白のブラウスと黒の膝丈フレアスカート。羽織ったカーディガンもスカートより薄めの紺色で、パンプスも同色だ。内勤の者は基本的にオフィスカジュアルなので、今日着てきた服も問題はない。スカートの裾にレースがあしらわれているが、それも許容範囲内だろう。

　けれど、どうしたってぱんぱんになってしまう胸元を隠すためにシンプルな装いが多い未来としては、胸に視線を集めるリボンのついた服は、着るのに勇気を要するもので。実際、着てみると大きな胸が強調されてしまい、気に入って買ったのにずっと着る勇気が出せずにいたのだ。

　未来は、不安になって自身の体に視線を向ける。

「全然ですよー！　それどころか、すごく似合ってます」

「……そうかな？」

「そうです！　本当はずっともったいないと思ってたんですよね。私の胸が未来さんくらいおっきかったら絶対に見せびらかすのに、って」

　きらきらと顔を輝かせる里奈に、未来の方が恥ずかしくなる。

「ありがと……」

　いつもなら平均以上のサイズの胸を褒められるのは嬉しくないのに、今日は素直に称賛を受け入れることができた。それどころか、誇らしくすらある。そんな自分の変化に、未来自身が戸惑った。

（玲央くんのおかげかも……）

　パソコンを起動させながら思い出すのは、玲央の口から発せられた、じれったくなるほど甘い言葉。

『俺、未来さんのおっきな胸、好きだよ──？』

　本気で言っているのだとわかる、熱の籠もった眼差し。

　しつこいくらいに慈しみ、可愛がってくれた手。

　そういえば、胸だけでなく未来の全身を、──体だけでなく、未来の態度も表情も声もすべてが愛でられた。

　うっかり反芻してしまった、そんな甘美な明け方までの記憶に、キュンと心が締めつけられる。

「──未来さん？」

「え？　あ、ごめんね。なんでもないの。さ、仕事しよ」

「えー！　楽しい話ならお昼休みに聞かせてくださいね！」

　未来の態度から何かを察したのだろう。勘の良い年下の同僚は、さっさと仕事を片付けてランチに行こう、とデスクに向き直り、キーボードに指を走らせ始める。鼻歌まじりの里奈を横目で見ながら、未来もまた、いつもより軽やかな気持ちで愛用の手帳を開いた。




　プライベートで満ち足りたせいか、その日の午前中の仕事はいつになく捗った。手帳にメモしておいた最後のタスクに赤ペンで線を引き、午後の予定を考え直す。

　パソコンの時計に目をやれば、時刻はお昼休憩の三分前。隣の席では早くも里奈がお昼休みにランチに繰り出す準備を始めている。

（えっと、午後は、大阪支店から依頼されてる修正テープの在庫チェックと……あ、あと、限定生産のカラーペンの生産ラインの確認をして──）

　期日の都合で後回しにしていた仕事についてメモをした付箋を探し出し、パソコンの右端に貼り付ける。その時、今朝手帳に挟んだばかりの真新しい付箋が視界に入った。

　シリアルと紅茶の朝食を取っていた最中に。出勤の支度を済ませて、玄関を出る直前に。パソコンを起動して、一日の予定を確認したついでに。

　渡されてから数時間しか経っていないのに、何度も何度も穴が開くほど見た、少し大ぶりな青いボールペンのメモ。サイズもバランスも完璧な、お手本のような数字とアルファベットの羅列は、もう諳んじてしまった。

　お願い口調の命令に逆らうことはできず、朝食の紅茶を飲み干した後で玲央にメッセージを送った。ちょうど彼もメッセージアプリを使っていたのか、既読マークはすぐにつき、返事もすぐに来た。

　社会人としてのマナーである当たり障りのない「よろしく」というメッセージに、玲央が「よろしく」と返し、ついでのように今日の営業先について触れた。未来も知っている取引先で、そこで扱っているマルチボールペンについて話が広がった。ふたりのやりとりは途切れることなく、お互いに隙間時間を縫って、短いメッセージを送り合っている。

（……正直、やりとりを終わらせたくないのよね……）

　一夜限りの情事なんて、本や映画の世界の中の出来事だと思っていた。実際に自身が経験してしまえば、自然、相手に情も湧く。相手が、性格も見た目も好感度の高い後輩なら、なおさらだ。

「──未来さん？」

　里奈に名前を呼ばれ、未来はハッと我に返った。咄嗟に時刻を確認すれば、もうお昼休憩が始まって五分は経過している。

「大丈夫ですか？」

「うん、大丈夫。ごめんね、午後の仕事も結構あるなぁ、って思って……」

「ヤバそうだったらお手伝いするんで、こっちに回してくださいね。未来さん、すぐに自分で全部やろうとするから」

　心配そうに小首を傾げる同僚に、ぎこちなく笑顔を見せる。

「ありがとう。でも、どうにかなりそうだから多分、大丈夫。それより、今日のランチはどこに行こうか？」

「あ、私、今日はサンドイッチの気分です！」

　お気に入りのカフェのお店の名前を挙げる里奈に頷きながら、手早く財布を手提げにしまった。何食わぬ顔でスマホも確認したが、新着メッセージが届いていなかったことに落ち込んでしまう。

（……何か気に障ることでも言っちゃったかな。あ、でも今日は朝イチで取引先って言ってたから忙しいのかも。そのまま一日ずっと外回りって可能性もあるよね）

　里奈と並んでエレベーターへと向かい、彼女の新作コスメの話に耳を傾けながらも、思いを馳せるのは玲央のことばかりだ。

　朝食くらい用意すれば良かった、とか、それはそれで重すぎるからあれくらいで良かったのだろう、とか、メッセージのやりとりはこちらから終わりにするべきだったのかも、とか、答えの出ない後悔が次々と未来を襲う。

　そうしている間にやっとエレベーターが到着したらしい。

　扉が開いた、その瞬間。

　目の前に立っている、見覚えのあるその立ち姿に息を呑んだ。しかし、相手の方は冷静さを崩さず、完璧に左右対称な整った顔に、よそゆきの笑顔を浮かべる。彼が動いた拍子に揺れた色素の薄い髪も、今は完璧にセットされていた。

　昨晩見た妖艶さも、意地悪さも、すべてが消え去った作り笑い。

　背筋にゾクッと震えが走ったが、会釈をした玲央に、なんとか会釈を返した。

　まるで昨日の出来事がすべて夢だったかのようで、ふたりのあいだに隔たりを感じ、言葉にできない寂しさを覚える。もの足りない、と欲張りなことを思ってしまったのは、ふたりきりの時に見せる玲央の欲情した顔にすっかり魅せられてしまったせいだろうか。一昨日までは当たり前だった玲央の完璧な〝よそゆきの表情〟に、説明のつかない虚しさを覚えた。

　それからどうやって時間を過ごしたのか、覚えていない。オムライスを食べたような気はするし、里奈にしきりに心配された気もするが、玲央のことで頭がいっぱいで余計なことを考える余裕なんてなかった。

（……もしかして、嫌われたのかな？）

　大きな胸も、愛撫に翻弄されて乱れた姿も、未来のすべてを可愛いと言ってくれた。けれど、冷静に考えれば、それはベッドを共にする相手へのリップサービス以外のなにものでもないのだろう。恋人でも何でもない玲央が未来を甘やかす理由などないし、あんな恥ずかしいメモを見てしまったせいで、孤独で欲求不満の冴えない先輩社員に同情したのかもしれない。

　「好き」「可愛い」「きれいだ」──玲央のくれた言葉と玲央のしてくれたことを嘘とは思えないのに、それを真に受けるのも違う気がしてしまう。

　『ヴェンタナ』で玲央と偶然会ってから怒涛の展開が続いたが、今ここに来て、やっと冷静さを取り戻した。

　ランチを終え、ぼんやりしている未来を案じながらも、コンビニに寄りたいという里奈を見送って、自分は先に会社に向かって歩き出す。申し訳なさそうに小走りで去っていく里奈の姿に、彼女はまだ二十代なのだ、と唐突に思い至った。同時に、今日から自分が三十歳であることを思い出し、小さくため息をつく。

　スマホが短く振動したのはその時だった。

『返信が遅くなってごめんなさい。今日着てる服、すごく似合ってますね』

　玲央からのメッセージに、さっきまで落ち込んでいた心が一気に華やぐのを感じた。いつもは歩きながらスマホをいじることはないけれど、今は待ちきれず、その場で返事を入力する。

『ありがとう。せっかくだから、髪も切ろうかと思ってるの』

　それは実際、未来のやりたいことリストに書いてあったことだ。予想外のかたちで『同衾する』という目標が叶ったが、それ以外にもっと実現可能なこともリストアップしてある。

　行ってみたいと思っていた郊外のアウトレットモール。食べてみたいと思っていたカフェのケーキ。見てみたいと思っていた有名な油絵。そんなものをつらつらと思い出しながらビルのエントランスをくぐり、エレベーターで十三階へ向かう。生産管理部のある見慣れたフロアに足を踏み出した瞬間、スマホが再び震えた。メッセージにしては長すぎる振動に、液晶画面を確認すると、そこには、今朝登録したばかりの『成田玲央』の文字が浮かぶ。

「はい、もしもし……？」

　焦って廊下の隅に寄ったが、ちょうど通りかかった上司に不思議そうな顔を向けられた。小さく会釈をしたが、未来の意識はすでにここにはない。

『あ、未来さん？　すみません、今、ちょっとだけ大丈夫ですか？』

　普段と同じ、職場での玲央の口調。その中で、はっきりと『未来さん』と名前を呼ばれたことに、自分でも驚くほどほっとした。

「うん、大丈夫。どうかした？」

　昨日のことなど何もなかったかのようなビジネスライクな会話だが、鼓膜を揺らす玲央の息遣いは優しく感じられ、思わず目を閉じる。まぶたの裏側に彼の獰猛な肉食動物のような顔が浮かび、今朝、彼の出掛けに半端に刻まれた淫靡な疼きが蘇った。

『実は、俺の友達で美容師やってるやつがいるんですけど、そいつがカットモデルを探してて。もし未来さんさえ良かったら、引き受けてもらえませんか？』

「カットモデル……？」

『あ、あんまりバッサリとは切らないそうです。カラーと……あ、あと毛先を少し揃えるくらいですね。未来さんの希望があれば、その場で言ってもらえれば対応させますけど』

「でも、……私でいいのかな？」

　肩甲骨より下のあたりまで伸びた、クセのない黒髪。無難にハーフアップにしただけの、シンプルな髪型だ。市販のカラーリング剤で染めてみたこともあるけれど、髪色だけが悪目立ちしている印象が拭えず、やめてしまった過去がある。

『未来さんがいいんです。俺の顔を立てると思って、一緒に行ってくれませんか？』

　玲央の最後の言葉が決め手になった。無意識なのだとわかっているが、またもや玲央の営業としての才能を覗き見た気がして、感嘆してしまう。

（一緒に、ってことは、また玲央くんと会えるってことだよね……？）

　急速に鼓動が速まるのを感じる。

　玲央とふたりでいる時間が心地良い。だから、また会いたい。──それは、性欲とはまた違う原始的な欲求で、どうしたって抗うのが難しい。

「……わかった」

　良かった、と電話の向こうで朗らかに笑った彼は、早速今日の夜に行こう、と迷うことなく待ち合わせ場所と時間を決める。その強引さが心地よく、ズルいようだけれど、今はまだ芽生えたばかりの感情に名前をつけることを先延ばしにすることにした。




　閉店後の美容室は余計なＢＧＭもなく、玲央の友人の美容師、井い村むらが操るハサミの音が響く。

「へー、じゃあ未来ちゃんは玲央と同じ会社に勤めてるんだね」

「おい、こら。気安く名前を呼ぶな」

　四席だけの小さめの店で、最奥の椅子に案内された。一緒にいた玲央は当然、入口近くの待ち合いスペースで時間を潰しているのだと思ったが、なぜか彼は、未来の真横の席に陣取り、友人の一挙手一投足に横槍を入れる。

「なんでー？　いいじゃん、別に。ねー、未来ちゃん？」

　何が可笑しいのか、玲央に意味深な一瞥をくれる井村。そんな彼に、苦虫を噛み潰したような顔を返す玲央。時々会話に引きずり込まれる未来は、曖昧に相槌を打つだけ。

（何だろう。仲が悪いわけじゃなさそうだし……）

　男の友情はよくわからないが、邪魔しない方が良さそうだ、と、鏡越しに玲央の顔を見やる。視線に気づいた彼が目元をゆるめたのを見て、頬が熱くなった。

「じゃーん！　未来ちゃん、できたよー！」

　言葉と共にバサッと軽快にケープが外された。「見てみて」という井村の言葉に従い、なんとなく見ないようにしていた自分の姿を真正面から見つめる。

「……全然違う」

　驚きのあまり口をついて出た言葉に、ケープを丸めながら井村が得意げな笑い声を立てた。

　厳密には、それほど大きな変化はない。毛先の傷んだ部分を切り落とし、全体的に量を減らしただけだから、髪の長さは変わっていない。カラーリングもしてもらったけれど、色はそれほど派手ではなく、濃いめのベージュだ。けれど、たったそれだけなのに、全体の印象が以前よりも軽やかに見えるのは、自意識過剰なせいではないだろう。

「そうでしょう？　未来ちゃんのパーソナルカラーに合うように色を選んだし、顔周りも少し毛の量を減らして軽くしたからね」

　井村は自身の仕事ぶりに満足したらしく、ウインクをしてから、またチラッと意味ありげに玲央に視線を走らせる。

「ショートにしてうなじを見せるのもいいかな、って思ったんだけど、コイツが反対するから──」

「井村！」

「あ、ごめん、未来ちゃん。今のは忘れて」

　申し訳なさを一切感じさせない謝罪を受け、肩をすくめる井村に、未来は無意識に頷いた。

　井村の言葉の意味を噛み砕くよりも、玲央がどう思うかの方が気がかりで、つい上体をひねって彼の方を向く。

　悪友と目だけで会話をしていた玲央だったが、未来に対してはとろけるような笑顔を見せてくれた。

「うん、すごく似合ってる。今日着てる服とのバランスも良いし」

　玲央はその場で立ち上がり、未来の全身を上から下まで視線を這わせる。彼に見られているという事実だけで、焼けつきそうな渇望を覚えた。

　パンプスまで辿り着いた彼の目は、そのまま舐めるようにゆっくりと上へと戻る。いつの間にか、やわらかな微笑みは消え去り、怜悧さと加虐性を感じさせる、あの眼差しに取って代わっている。

　欲情の気配を隠す気など毛頭ない、不遜な態度。

　無意識に、下腹部にギュッと力が入った。熱を帯びて潤んだ秘処を意識しないように、未来は慌てて世間話の口調で会話をつなぐ。

「そうかな？　でも、せっかくだから新しい服が買いたくなっちゃった」

「──それも、あのリストの項目でしたよね？」

「え……？」

　〝あのリスト〟が指しているのが、例の〝やりたいことリスト〟のことだとわかり、瞬時に顔が熱くなった。

　今朝、部屋を出ていく玲央を見送って以来、ふたりの間で昨日を連想させるやりとりは一切なかった。それが、ここにきて不意打ちでその話題を出されたことに軽い衝撃を受ける。

「……うん」

　有能な玲央のことだ。昨日の時点ですっかりリストの内容を暗記してしまったに違いない。

　隠し立てすることもせずに認めれば、彼の涼しげな目元に妖しい光が煌いたように見えた。

「未来さん。明日の予定は？」

「明日は、……えっと、特に何もないかな？」

　毎週土曜日は、掃除や日用品の買い出しで終わることが多い。とりたてて趣味もない、彼氏なしのアラサーの現実だ。

「じゃあ、買い物に行きませんか？」

「……え？」

「未来さんの新しい服を買いに行きましょう」

　予想外の提案をされることばかりが続いていたが、さすがに今回の玲央の提案には本気で驚かされた。玲央自身に何のメリットもないどころか、下手をすれば、貴重な休日を潰すことになる。

「でも……」

「俺と一緒に買い物に行くのは、嫌ですか？」

　困惑気味の未来に対して、玲央は余裕の表情で微かに首を傾げる。

（ズルい──！）

　同じことを思ったのだろう。片付けをしながら背後で黙って話を聞いていた井村が、我慢の限界、とでも言うように吹き出した。

「おまえ、それはズルいわ」

　肩を震わせた彼は、けれど、今度は鏡越しに未来と視線を合わせる。

「でも、未来ちゃん。残念だけど諦めた方がいいよ。こいつ、狙った獲物は逃さないやつだから」

　ご愁傷さま、という意味不明な井村の呟きも聞こえたが、玲央の方に視線を戻していた未来は返事もできなかった。

　何度でも魅せられてしまいそうになる玲央の揺るぎない眼差しに、打算やからかいや同情はない。

「……行きたい」

　簡潔に告げた提案承諾の返答に、どうしてだか玲央が瞠目し、それから腰がくだけるような色香のある微笑を見せた。





　＊






　楽しい時間は光の速さで過ぎてしまう。

　そんな当たり前のことを考えながら、未来は、有名ブランドの店の前でショーウィンドーに映った自分の姿を見て、歩調をゆるめた。

　昨夜、わざわざ未来をアパートまで送り届けてくれた玲央は、今日の買い物に千葉郊外のアウトレットモールを提案した。テレビＣＭや雑誌の特集などで見て、一度は行きたいと思っていた場所だ。けれど、車も持たず、休日を一緒に過ごす恋人や友人もいない未来にとって、なかなか行く機会がなく、〝やりたいことリスト〟の最後の方につけ加えただけで終わってしまっていた。

（それなのに、今朝は車で迎えに来てくれた上に、ここまで連れてきてくれたんだから、玲央くんって本当にすごい……）

　リストを書くことだけで満足しているつもりはなかったが、なかなか実行に移す勇気が出なかった。それなのに、最初に『①バーでお酒を飲む』を達成して以来、玲央のおかげで次々とリストの項目が消されていく。

　今着ているウエスト部分にリボンのついたベージュのワンピースも、今日、玲央がこのアウトレットモールで買ってくれたものだ。

　〝やりたいことリスト〟の項目のひとつ──『可愛いワンピースを買う』。

　服を買う時はいつも、大きな胸を目立たせないことが第一条件で、ウエストを絞るデザインの服は着慣れていないし、そもそも買い慣れていない。気に入って衝動買いしたところで、クローゼットの奥にしまいっぱなしにしてしまうからだ。昨日着ていたボウタイブラウスも、買ってからしばらくクローゼットにいれっぱなしにしていたくらいで、危うく一度も着ないままに処分するところだった。

（でも、こうやって着てみるとそれほど胸が悪目立ちすることもないのかな？）

　胸が大きいのは見た目でもわかるが、プリーツのついた長めのスカートのおかげで縦のラインが強調され、体のバランスは悪くない。それどころか、普段とは違う自分に、今日だけで何度目かわからない興奮を覚える。

「疲れました？」

　歩くペースが変わったことに気づいた玲央が、ただでさえ近い距離から未来の顔を覗き込む。

　アウトレットモールの駐車場に着いてすぐ、玲央は未来に「手を繋ぐのは嫌いですか？」と尋ねた。質問の意図がわからずに曖昧に首をかしげれば、玲央は蠱惑的な笑みを浮かべてそっと彼女の右手を取った。それから、まるで本当のデートのように、ふたりはずっと手をつないでいる。

（違う。ワンピースだけじゃなくて、私が今日ずっとドキドキしてるのは玲央くんのせいだ）

　見慣れたスーツ姿もモデル体型が引き立って魅力的だが、今日の玲央は、休日仕様でもっとラフな格好だ。

　青のオックスフォードシャツに黒っぽいデニム。

　秋も深まって夕方は肌寒いくらいなのに、暑がりなのか、シャツは開け放たれ、Ｔシャツの襟ぐりから色気のある鎖骨が見える。

　丁寧に履かれているであろう黒のブーツは、玲央の元来の性格の良さを表しているようだ。

「ううん、平気」

　本当は少しだけ足が痛かったが、未来は首を横に振った。

　正直に足が痛いのだと告げれば、おそらく玲央は「そろそろ帰りましょう」と言うだろう。デートと呼ぶのはおこがましいが、彼と一緒の時間は本当に楽しく、帰るのが嫌になってしまう。

　貴重な仕事休みの日に買い物に付き合わせるのは申し訳ない。そう思っていたはずなのに、実際に一日を過ごしてしまえば、離れるのが嫌で、ずるずると終わりの時間を先延ばしにしようという甘えが出る。

（今日のお礼に何か買ってプレゼントしたい、って言ったら迷惑かな……？）

　お昼にはまだ早いくらいの時間帯に到着し、カフェスタイルの店で和定食を食べた。半ば無理やり玲央の分もお金を払ったけれど、今日一日の彼の労力とガソリン代なども考えると全然足りない。それどころか、その後で見つけたベージュのワンピースを試着し、購入を決めて試着室から出た時にはすでに玲央によって会計が済まされていたのだから、せめて同等のお返しをしたい。

「玲央くん、なにか欲しいものはないの？」

　未来の率直な問いかけに、玲央は困ったように眉を落とした。

「欲しいもの……？」

　ショッピング中も、玲央はずっと未来の買い物に夢中で、自分用の財布や時計や服には目もくれなかった。もしかしたら、あまり物欲がないタイプなのかもしれない。それなら夕食をご馳走することにしよう、と心に決める。

　休憩スペースにある大きな時計は、もうすぐ六時を指そうというところだ。これから東京方面に戻るにしても、食事をするくらいの時間はある。

（玲央くんのアパートは千葉寄りだって言ってたから、その近くで何かご馳走して、私は電車で帰ればいいよね）

　何が食べたいか、玲央の意見を聞こうとしたが、彼はつないでいた手をキュッと軽く握った。

　誰かと付き合っても、外で必要以上にベタベタすることはなかった。むしろ、自分はわりと淡白な人間なのだと思っていたのに、玲央が相手だと、手を繋ぐだけで自分でも驚くほど浮かれてしまう。

　緩んでしまいそうになる頬を意識的に引き締めたタイミングで、「未来さん」と低く名を呼ばれた。

「欲しいものって、なんでもいいの……？」

　思いがけず聞こえた、甘い蜜をまとった声音に、瞬時に視線を時計から玲央に戻す。

　敬語が崩れるタイミングと、彼が〝別の顔〟を見せるタイミングが同じであることには気づいている。そのギャップにすっかり魅了されている自覚も、少なからず、ある。

　恋人同士のように親密な距離で囁かれる低い声に魅せられ、考える前に小さく頷いた。

　横を通ったふたり組の女の子たちが、羨ましげにこちらを見ているのを感じる。けれど、『ヴェンタナ』にいた時もそうだったが、玲央自身はまったく視線に気づいていないようだった。

「未来さん、知ってる？　男が女に服を贈って、望むものなんてひとつしかない」

　往来で聞くには、あまりにも思わせぶりで悩ましげな声だ。玲央の濡れた瞳に欲情の印を見て取り、未来は微かに、そして確かに身震いする。

　スカートの中で、秘処に熱が籠るのを、自分でも止めようがなかった。

　玲央の手が、襟を直すように、けれど明らかに性的なメッセージを込めて、未来の鎖骨をなぞる。

「この服、──俺の手で脱がせたい」





　＊






　千葉との境を越えてすぐのところに、玲央がひとり暮らしをするアパートがあった。

　住宅地の中にある、ありふれた建物の一階。

　玲央は、アパートのエントランスで郵便受けにねじ込まれていた小包を手早く取り出すと、「こっち」と奥から二番目のドアの前まで未来を誘導した。

　ガチャッと無機質な金属音が響き、解錠したことを知る。

「──入って」

　案内された部屋は、とてもシンプルだった。ソファーベッドとスチールラックと鏡、それにローテーブルしかない。

　カーテンと寝具が同系のブルーグレーで統一された空間は、職場での玲央の雰囲気にぴったりの、清潔さと爽やかさを醸し出している。けれど、決して冷たい感じを受けないのは、ラックの上段に置かれた一鉢の観葉植物のせいかもしれない。

　未来の視線に気づいたのか、玲央が背後で「ああ」と頷く。それから、二日ぶりに見る意地悪な笑みを浮かべた。

「リトルベイビーって呼ばれてるらしいけど、正式名称はソフォラ・ミクロフィラ。──俺の可愛いミク」

　『ミク』という部分にだけ過剰なアクセントを置いた、何かを暗示するような言い回し。

　勘違いしそうになって部屋の入口で立ちすくむ彼女を、玲央は背後からきつく抱きしめた。

　玄関を入ってすぐにキッチンとトイレとバスルーム。つきあたりにワンルームがあるだけの決して広くはないシングルアパートは、途端に熱帯夜のような湿った熱気を帯びる。

　一昨日の夜をなぞるように、玲央の舌が淫猥に未来の右の耳たぶをひと舐めする。

「──ひゃ、っ！」

「可愛い、俺の未来……」

　未来なのか、ミクロフィラなのか。問いたいのに、無理やり背後を向かされ、首が痛くなるほど乱暴に唇を塞がれる。

「ん、ッ……ふっ……！」

　にゅるりと隙間を割り入った玲央の熱い舌は、もう弱点を知り尽くしているのか、遠慮もなく口蓋をくすぐった。

　次の瞬間、ふわっと体が宙に浮き、抱き上げられたことを知る。

「ん、んむ、ぅ、……っ、んーーっ！」

　抗議の声は、甘い喘ぎと共に玲央の喉奥に呑み込まれていった。それどころか、もっと寄越せと命じるかのように、熱い舌が未来の舌を絡め取る。

　一歩、二歩、……正確に数える間もなく、未来のおしりはやわらかなスプリングに受け止められた。壁際に置かれているソファーベッドに座らせられたのだ、と気づいた時にはすでに、玲央の手はワンピースの上から胸に触れていた。

「あぁ、やっぱりやわらかい──」

「……ん、ぁ、──玲央くん、待って、シャワーを──！」

「だーめ」

　鼓膜をくすぐる、いっそ懐かしいほどの甘い吐息。左太ももの隣に置かれた、彼の膝。玲央の大きな乾いた手が、右の乳房を包み込む。ふにゅふにゅとかたちを変えるそれに、羞恥が立ち上る。

「脱がせたい、って言ったよね……？」

　ゆったりとしたトーンは、明確な欲情を孕み、未来の下腹部がキュンと疼く。恥ずかしさを誤魔化すように太ももを擦り合わせれば、それを禁じるかのように、玲央の手が胸からスカートの奥へと滑り込んだ。愛でるようにゆっくりと上下していた手がショーツの上から秘部をかすめた直後、玲央が驚きで動きを止める。

（バレちゃった。恥ずかしい──！）

　じゅわっと蜜が溢れる感覚に、こらえきれずにぎゅっと目を閉じる。

　真実を確かめるかのように布地の上を縦横無尽に動き回っていた手が、亀裂の中心でぴたりと止まった。ゆるゆると媚肉の隙間を刺激する動きは、渇望のせいか前の時よりも鮮明に感じられ、未来の口から吐息が漏れた。

「コレは、……期待してたってこと？」

　ほとんど確証に近い答え合わせに、未来はぎゅっと目を閉じたまま静かに「うん」と囁く。

　ハァ、と聞こえたため息は、未来が不安になる前に、低い笑い声に変わった。

「いつから期待してたの？　ココ、まだ触ってないのにもう濡れてるね……？」

　玲央は、そう言いながらも、トントン、と、淫肉の割れ目に人差し指をぶつける。衝撃は軽やかなのに、温度を下げた玲央のサディスティックなトーンのせいで蜜窟がわななく。

「買い物してるあいだもずっとこんなに濡れてたの──？」

「ん、ゃあ、……ちが、──違うの……！」

　慌てて目を開き、ぷるぷると首を横に振る。

　待ちわびていたのは事実だ。だからこそ、今朝、いつもよりも入念にシャワーを浴びて、もう一組だけ持っていたセクシーランジェリーを身につけた。黒の総レースのそれは、大部分が紐とレースでできていて、ブラもショーツもリボンをちょっと引っ張ればすぐに解けてしまう代物だ。

　玲央の整った指が、ガラスでも扱うようにそれをそっと解いてくれたら──。そんな夢想をしたことも否定できない。

　けれど、愛露が溢れ始めたのは、たった今、玲央が未来に触れた時からで。

「何が違うの……？」

「玲央くんに触られたら、こうなっちゃうの……」

　未来の正直な答えに満足したのか、玲央が触れるだけのキスをした。それと同時に、スカートの奥をまさぐっていた手が引き抜かれる。あっという間に自分のジャケットを脱ぎ捨てた彼は、ブルーグレーのＴシャツ姿で、今度は未来のカーディガンを脱がせにかかった。

「シャワーは、後で一緒に浴びよう。今はそれより──」

「……っ、ん！」

　手早く背中のファスナーを引き下ろし、勢い良くワンピースを引き下げた玲央は、我慢の限界とばかりにブラの上から未来の両胸を包み込む。五本の指が動くたび、それに合わせてむにゅっと両胸のやわい肉もかたちを変える。巧みな力加減に加え、ざらついた布地が刺激となり、そこに言い得ぬ快感が生まれた。

（ダメ、やっぱり玲央くんの手が気持ちいい……）

　けれど、いちばん敏感な突起には触れずにただその周りだけを愛でる手に、もどかしさも募る。

「や、……ね、玲央くん、……お願い、もっと──んんッ！」

　もっと、と先をねだる瞬間、玲央の親指と人差し指がレース越しに未来の右胸の乳頭をつまんだ。決して力が強いわけではないのに、昨日の朝からうずうずと熱を燻ぶらせていた女の体には、強烈すぎる刺激だ。跳ね上がり、嬌声を漏らす未来に、玲央は変わらずゆっくりと乳嘴を嬲りながら囁きかける。

「未来さん。その可愛い声、隣の部屋に聞こえちゃうよ？」

　くすくすと軽やかな笑い声を立てた玲央は、忠告の言葉に反し、爪先でかたくなった蕾を弾いた。

「ん、んんっ……！　ャ、……それ、待って！　気持ち良すぎちゃう……からぁ！」

　一度では飽き足らず、不規則なリズムで二度目、三度目と痺れるような愛撫を施され、小休止を求めるのに、聞き入れられることはない。熱の溜まり始めた腰が震え、たわわな胸も合わせて揺れる。

「腰、揺れてるね。そんなに気持ちいい？」

　いつの間にか未来を抱え込むようにして背後に座っていた玲央は、一昨日の晩と同じように彼女の鼓膜に直接、淫らな言葉を注ぎ込む。流れるような鮮やかさでワンピースを脱がされ、身を隠すものは上下の下着だけになったが、火照った体にはむしろひんやりとした部屋の空気が心地良い。

　背後にいる玲央からは、Ｔシャツ越しに高い体温が伝わってきて、触れ合う場所だけが燃えるように熱い。

「ほら、嘘ついてもだめだよ。触ってほしそうに立ち上がってる……」

　少しだけ視線を下げれば、コンプレックスのはずの大きな胸は、黒のレースのブラに包まれ、今もまだ玲央の骨ばったふたつの手にそれぞれ愛撫されている。時折、意地悪にピンッと頂点が引っかかれ、そのたびにむき出しの神経に触れられているかのような愉悦が走る。

「きれいでしょ？　でも、えっちな未来さんには、これじゃまだ足りないよね？　ここのリボン、ほどいてあげようか？」

　玲央の二本の人差し指が、それぞれブラの中心を飾るリボンの結び目をつつく。その真下では、ぱんぱんにふくらんだ双丘の頂上が、次の快楽を求めて必死で存在を主張していた。早く直接触ってほしい、という遺伝子レベルの欲求が膨れ上がり、あっさりと理性の箍が外れた。

「んふっ、……ぁ、ッ！」

「未来さん。ちゃんと答えて？」

　冷たいのに、熱い。熱いのに、冷たい。

　クセになるような玲央の発情しきった雄の顔に、未来の感情も一瞬にして暴走する。

「玲央くん、それ、ほどいて！　ほどいて、いっぱい触って！」

　初めて玲央に抱かれた晩に彼が教えてくれた悦楽を思い出し、未来はあっさり陥落した。

　懇願に近い涙まじりの声に、玲央は「よくできました」と首筋へキスを落とす。冷たい皮膚に熱い唇の感触を受け、その刺激にもぶるりと全身が震える。

　シュッと衣擦れの音がして、ブラのリボンが解けた。静寂の満ちた部屋に、隣室から聞こえるテレビのノイズだけが響く。

「あああ、っ、……んむ、ん、──っ！」

　玲央の右手の親指と中指が、乳頭を直接つまみ上げた。同時に、左手の人差し指と中指は、高い声を上げそうになった未来の口内に滑り込み、器用に舌を挟む。

（や、ダメ。そんな、おかしくなっちゃう──！）

　口をふさぐこともできないまま、ぬちゅぬちゅと玲央の指が舌を前後した。

「んん、ん、……っ、ふ……！」

「もっとほしい？」

「──んんっ！」

　ダメ、と言ったはずだった。けれど、わかっているのかいないのか、玲央は「これは好き？」と囁きながら、指の腹で乳暈から乳嘴までをゆっくりと丁寧に摩擦した。

「んふぅ、……ん、ッ！」

「あーあ。ぐちゃぐちゃになっちゃったね」

　声を押し殺していたのに、あまりの気持ちよさに抗えなかった。ねっとりとした愛撫を舌と乳頭に受け、口の端から唾液がこぼれているのがわかる。玲央の左手の親指が、仕方ないね、と言わんばかりに透明なその粘液をすくった。

「ぐちゃぐちゃなのは、こっちだけ……？」

　何かを暗示する言い方に、びくびくと渇望で打ち震える蜜壺を意識してしまう。さらなる慚愧で頬がますます熱くなった。

　いやいやとむずかるように微かに首を横に振るが、すべてお見通しの玲央に隠し事などできるはずもない。彼は「あとでまた可愛がってあげようね」と言いながら、未来のおなかを辿り、右手をショーツの縁にかけた。

（恥ずかしい──）

　未だに口内を二本の指で犯されている未来に、返事をするすべはない。

　けれど、弱々しく首を振る様に、玲央の右手が動きを止めた。

「ふうん。じゃあ、ちゃんと見て確認しようか？」

　口内をまさぐっていた彼の手が、銀の糸を引きながら未来の舌を解放した。次の瞬間、たくましい両手が、それぞれ太ももとソファーベッドのあいだに滑り込む。

「──ぁ、ゃあ！　だめ、それ、恥ずかしいからぁ……！」

　玲央は、不安定な体勢でもぶれることなく、軽々と未来のおしりを持ち上げた。それだけでは飽き足らず、透けるようなレースに隠された淫靡な雌壺を容赦なく宙に晒す。

　あまりの恥ずかしさに身悶えしてもかなわない。未来の両手を掴んだ玲央は、そのまま彼女に、自身の膝裏を支えさせた。まるで自ら望んで秘処を見せているかのような淫猥な状況で、居た堪れないはずなのに、玲央の言い含めるような声音が理性を根こそぎ奪っていく。

「そう、しっかり支えてて。……ほら、聞こえる？　こっちもこんなに濡れてるね──」

　玲央の言葉通り、ぐっしょりと濡れたレースが、淫襞に貼りついているのを感じる。何かを欲しがるそこは、まるで別の生き物のようにひくひくと収縮し、あまりにも淫らな自分に脳が焼けそうになった。

「ここ、このままでもいいの？」

　未来を誘惑する湿った低い声。クロッチの縁をくすぐる指。ショーツでは吸いきれず、たらたらと臀部を伝う淫蜜。

　振り返って玲央を見やれば、加虐的な笑みが返された。職場での彼とのギャップに、自分が肉体ごと突き落とされたような錯覚を覚える。

（──どうしよう。私、玲央くんのことが好き……）

　好意を自覚した瞬間、雌壺は、新たな蜜を吐き出した。

「玲央くん、お願い。そこもいっぱい触ってほしいの」

　溢れ出す思いと共に、初めて抱く感情に支配された。自分と同様、昂った顔を隠しもしない玲央に、もっと自分を与えたいような、もっと与えられたいような、本能的な欲求だ。

「──いいよ」

　承認の言葉と共に、玲央の右手が未来の脇腹をなぞり、そこにあったリボンを引く。重力に従ってソファーベッドに落ちたショーツは、けれど、まだ未来の太もものあたりに絡まったままだ。

「未来さんが可愛いから、まずは下着をつけたままシようか──？」

　決定権は、玲央にある。そう知らしめるかのように、未来の返答を待たず、彼の人差し指が濡れた淫窟に差し入れられた。

「ああ、っ、……！」

　待ちわびた刺激を与えられ、内壁が長い指に絡みつく。全身から力が抜けた拍子に脚を閉じそうになったが、それを察した玲央によってまた元の卑猥な体勢をとらされた。

「ほら、すごい。めちゃくちゃエロい」

　うっとりと恍惚の声を出す玲央に、未来の心臓がキュッと締めつけられる。

「わかる？　ナカもすごいぬるぬるで、指一本じゃ足りなそう。未来さん、ここいじられるのは好き？」

「……うん、好き」

　『好き』の二文字に隠した思いを悟られるわけにはいかない。

　自覚した途端、この恋心には終焉しかないのだという現実に愕然とする。

（玲央くんみたいにかっこいい男の子が、年上の私と本気でどうにかなりたいはずないもんね）

　何の因果か、一度限りの夜を過ごすことになり、玲央の気まぐれで、それが二度目の夜になっただけのこと。身の程はわきまえているし、同じ職場で働く彼と気まずくなるようなイタい勘違いをしてもいけない。

　必死で自分を律しながらも、急上昇と急降下を繰り返す心に、今までとは違う涙があふれる。

「素直なところも可愛い。ご褒美に二本目もあげようか」

「ん、んん、ぁ……！」

「──あった。ここ、ざらざらしてる。……俺の指、未来さんの気持ちいいところに届いてる？」

　玲央のごつごつした長い指が自分の隘路につけ根まで呑み込まれているのがわかる。指が少し動くたびに粘液がくちゅっと濁った音を立て、いやらしすぎる状況に聴覚を犯される。

　揃えたままに挿入された玲央の中指と薬指が、充血した媚肉の掻痒を散らしていく。

「うん、そこ、気持ちいい──！」

「こっちは？　未来さん、こっちを可愛がられるのも好きでしょ？」

　おなか側の淫肉をゆるゆるとこすっていた指は、少しだけそのスピードを増した。同じタイミングで玲央の親指のつけ根が雌芽に押しつけられる。内壁をこする振動と同じものが外からも敏感な果実に与えられ、強すぎる快感に背中がしなった。未来のまぶたの裏で閃光が瞬く。

（イっちゃう──！）

　ずっと待ちわびていた快楽が与えられ、びくんびくんと隘路がわななき、これでもか、と彼の指を締め上げる。玲央と触れ合うすべての場所から幸福と悦楽が生まれるのがわかり、未来はその歓喜に身を委ねた。

「あぁ、っ！」

　初めての夜に教えこまれた、玲央の手技での絶頂を追体験するかのように、未来のまぶたの裏で星が弾ける。

「未来さん、本当に可愛い。また俺の指でイっちゃったね」

「だ、だめ……玲央く、……今、イって……んあ、ぁぁっ！」

「うん。そうだね。めちゃくちゃ敏感になってて、こっちももうどろどろ……」

　呼吸も整わないのに、玲央の指はまだしつこく未来の淫壁を押し広げる。絶頂の余韻に浸る間もなく、次々と愉悦が生まれて、波紋のように全身に広がっていく。

「玲央くん、もう、欲しいのぉ……」

　達したのにそれでも足りない。玲央には、もっと先の、もっと気持ちいいことをしてほしい。もっと近くで、もっと奥で、彼を感じたい。

　はしたない欲求を押さえきれず哀願すれば、玲央の手はあっさりと淫壺から引き抜かれた。ちゅぱっという小さな水音に気をとられている隙に、どこにそんなエネルギーがあるのか、彼はたちまち未来をソファーベッドに押し倒した。

　己の眼差しがどれほど未来に影響を及ぼすのかを知り尽くしている玲央は、意地悪な笑みを浮かべたまま、未来の顔から首筋、胸、おなか……と、ゆっくりと視線を下げていく。

「玲央くん、そんなに見ちゃ、やァ……」

　散々見られていても、恥ずかしいものは恥ずかしい。隣室を気にして小さな声で抗議の声を上げるが、玲央は床に立ち膝をつき、その端正な顔を未来の秘処へと近づける。

　これから何をされるのかおぼろげに予想しながらも、驚きのあまり硬直した。

　指や雄芯とは違う、熱くてやわらかな感覚。舐められている、とはっきりわかる前に、条件反射で甘い声が出てしまう。

「っ、……んぁ、ァ！　や、だめ、そこ。玲央くん、──待って」

「奥の方までぴくぴくしてる。気持ちいい？」

「お願い、そこで、──ん、っ、……しゃべらない、で……！」

　湧き出す淫露を巧みに舐めとられ、舌が大きく上下するたびにまた少しずつ胎内に熱が籠もる。声と共に発せられる吐息が和毛と陰核にかかり、そこからまた別の快楽が生まれる。

　興奮の色を隠しもしない瞳。脈拍が少し速まった喉。時折ちらりと覗く赤い肉厚の舌。

　爽やかな好青年という印象だった後輩は、今はもうまったくの別人に見える。

　あまりの気持ちよさに呼吸が乱れ、息苦しさに悶えた。

　玲央の舌は、奥の奥まで未来のナカを探究しようとするかのように、無遠慮に肉壺へと侵入する。

「あ、ァぁ、っ！　玲央くん、もう、無理ぃ……」

　どろどろに溶けた淫壺が、それでも、彼の舌を悦んで受け入れる。

（や、もう……玲央くんが欲しい──！）

　余計なことなど考えられないほど高められ、感じすぎて苦しい。涙がぼろぼろと流れ落ち、覚束ない舌で必死に玲央の名を紡ぐ。

　陰芽への口づけを施し、やっと唇を離した玲央は、今度はおもむろにローテーブルに投げ出してあった茶色の包みに手を伸ばした。ガサガサとパッケージを開けた後、息を整えることで精一杯の未来に向き直る。

（それ──？）

　大人の玩具。それも、いわゆるローター。

　存在は知っているが、実物を目にしたことはない。想像もしていなかったものを目の当たりにして、未来の呼吸が一瞬だけ止まった。そんな彼女の反応を楽しむように、玲央は淡いピンク色の物体をいやらしく手の上で転がして見せた。

「恐い？」

　数秒考えても答えが見つからず、無言のままに何度か唇を開き、そして閉じた。

　興味がない、と言えば嘘になる。自分で買う勇気はないし、今を逃したら、きっとこの先一生試してみる機会はないだろう。けれど、未経験ゆえの恐怖心も、見て見ぬふりはできない。

「俺は、これで乱れる未来さんが見たい」

　言いながらも、玲央の指がスイッチを入れたらしい。低いモーター音と共に、玲央の手の中でローターが小刻みに震える。未来は無意識にツバを飲み込んだ。

「どうする……？」

　乱れる姿を見たい、なんてすごい殺し文句を発しておきながらも、玲央はあくまでも冷静だった。別に自分はどちらでもかまわないのだけれど、とでも言いたげな気軽な口調で未来の最終決定を促す。

　けれど、こくりと小さく頷いた未来に、彼は捕食者特有の余裕の笑みを浮かべた。

「──ぁう、んんっ、ぁ、ハンっ！」

　食べられる、と思ったのと同じ瞬間、玲央の手中に収められていた卑猥な玩具が未来の陰核にダイレクトに押し当てられた。敏感すぎる場所に微弱な電気を流されるような感覚を覚え、つい声が出る。

　玲央の手が器用に機械を上下させた。あっという間にローターは未来の淫蜜をまとい、ぬるぬると滑る。同じ感想を持ったのか、相変わらず彼女の脚のあいだに傅いたままの玲央は「どんどん溢れてくる……」と感嘆の声を漏らした。

「もっと欲しい？」

　返事を待たずに、玩具はぬちゃっと淫猥な音を奏でながら、ゆっくりとぬかるみに沈んでいく。

　浅瀬をぬぷぬぷと出し入れされてゆるい快感は生まれるけれど、未来が欲しいものとは違うせいでもどかしさばかりが膨らんでいく。

（気持ちいいけど、足りない。──もっと玲央くんがほしいのに……！）

　どれほど肉体的な刺激を与えられても満たされない。飢餓感に苛まれ、何度目かの懇願が未来の口をついて出た。

「──玲央くん。玲央くんが欲しいの。玲央くんがいい……！　これじゃヤだぁ……」

「まったく……未来さん、本当に可愛すぎ。じゃあ準備するから、少しだけいい子で待てる？」

　こくこくと頭を上下させて同意を示す未来に、なぜか先ほどまで玲央の手にあったローターが渡された。自身の蜜だとわかっているのに、ぬるく濡れたそれに恥ずかしくなる。

「待ってるあいだ、これでこっちを可愛がってるところ、俺に見せて──？」

　からかうとも宥めるともつかない、玲央の加虐的な微笑に、未来の思考が止まる。

　お願いしていると見せかけて、その実、不思議な支配力がある玲央の言葉。

　拒まれないという確信があるのか、玲央は玩具ごと未来の手をつかみ、そのまま右のふくらみまで誘導した。

　期待に勃ちあがった乳嘴は、ローターを押しつけられた瞬間にビリリと痙攣し、全身が突き刺すような悦楽に呑まれる。

「ぁ、あぁ！　……ん、っ！」

　断続的にうなる機械音。

　好きな男の前で、大人の玩具で自分を慰めるという非現実的なシチュエーション。

　快楽をむさぼる未来に向けられた、玲央の獰猛な眼差し。

「ん、……ャ、玲央くん、……お願い！」

　Ｔシャツ、デニム……と、またたく間にすべての服を脱ぎ去った玲央を前に、気が狂いそうな思いでおねだりの言葉を繰り返す。

　どこから取り出したのか、玲央は猛々しい雄幹に避妊具をかぶせる。

「機械より、俺の方が好きなの──？」

　意地悪な問いかけなのに、切実さを孕んでいるように感じたのは気のせいだろうか。

「好き、好きなの。玲央くん、お願い、……玲央くん──！」

　夢中で頷き、それだけでは足らずに、玲央の名を繰り返し呼んだ。

　汗ばんだ髪を頬から拭われ、そのままソファーベッドに押し倒される。ぱっくりと開いているであろう亀裂に玲央の熱杭があてがわれ、今日は焦らされることもなくぬるりと隘路に押し込められた。

「……ァあ、っ……ふ、っ……！」

　欠けていたピースがぴったりとはまる感覚。みちみちと隙間もなく埋められた肉襞は、喜びのあまり玲央を全力で舐め上げる。

「すご……。入口もナカもびくびくしてる」

　慣らすように二・三度ゆっくりと雄根を前後させた彼は、熱い吐息混じりにそう呟いた。

「胸も濡れて、てらてら光ってる。すごいエロい……」

「ひゃ、ぁ、──！」

　確かめるように乳頭を親指と人差し指でつままれ、本能的に声が出た。

（玩具より玲央くんの方が気持ちいい──！）

　玲央に見られているから。玲央に触れられているから。玲央に満たされているから。

　ただの性行為以上の意味を考えてはいけないのに、どうしたって玲央が特別なのだという現実は否定できない。

「玲央くんにされるの、好き。……気持ちいい」

「可愛いこと言うね。じゃあ、こんなふうにヒドくされてもいいの──？」

　言うが早いか、玲央の指が胸の先端を軽くつまんだ。感じすぎているせいか痛みはなく、あるのはただ、甘い快感だけだ。

「いい、……いいから、もっと奥までちょうだい──？」

　同じ主張をするように、未来の隘路がきゅっと収縮した。雄芯を締め上げる行為にまた新たな熱が燻り、むず痒いばかりの切なさで苦しくなる。

　持っていた玩具は、気づけばどこかに転げ落ちていた。微かな衝撃音が聞こえた気がしたが、気にならなかった。

　自由になった手で玲央に抱きつく。抱きしめ返される幸福に、我を忘れる。

「アぁぁ──……！」

　ズシン、と地震のような衝撃を最奥に感じた。それに続く、子宮の入口までこじあけるような少し乱暴な抽送は、玲央の余裕のなさを感じさせるようで嬉しくなる。

　淫襞は玲央の男根の動きに合わせてめくれ上がる。充血しきった熱い粘膜は、幹の瘤のひとつひとつまで記憶するかのようにしっかりと玲央に絡みつく。摩擦で生じる快感が次々と未来の脳を襲う。

「あ、も、……玲央、くん……」

「足りない──？」

　ククッと喉を震わすような低い笑いのせいで、玲央の体が微かに揺れる。その刺激さえも快感として拾ってしまう未来の体は、ビクビクと勝手に痙攣を繰り返していた。

（……も、だめ──。我慢できない……）

　そう思った瞬間、玲央は抽送の角度を少しだけ変えた。雄根の先端が、未来の淫壺の敏感な一点をぐちゅりとこすった。

「んんッ！　ゃ、そこ、は……！」

「未来さん、ここも好きでしょう？」

　過剰なアクセントと共に、自分でも知らなかった弱点を攻められる。

　熱を帯びた吐息。淫靡な匂い。そして、いやらしく濁った水音。充血した粘膜を何度も深く穿たれ、もっと、と思うよりも少しだけ早く、玲央の親指が未来の乳嘴をこすった。

　生理的な涙の向こうでは、玲央が嬉しそうに未来を見つめ返し、自身の切っ先で彼女の肉壁の弱いところを何度も突く。

「玲央くん、それ……気持ち良すぎるから、やァ……」

「本当に？　こっちはすごく喜んでるけど？」

　ほら、という玲央の言葉も聞こえなくなるほどの、淫らな水音が、ふたりの結合部から響く。ぐちゅぐちゅと卑猥な音色を奏でるたびに、あられもない嬌声がこぼれてしまう。

「もっと……？」

「え？　──ぁ、ァんっ！」

　振り落とされないように玲央に抱きつくのと、未来の隘路がびくっと大きく蠕動するのはほとんど同時だった。崖から飛び降りるような、ふわりと体が浮くような感覚が全身を貫き、無意識に足指がきゅっと丸まる。

「ァア、……っ！」

　絶頂の衝撃でのけぞった彼女を、玲央はしっかりと抱きとめた。自分より高い体温に包まれる多幸感に、未来はゆったりと身を任せる。

　数回の律動の後、胎内で玲央の剛直も大きくしなった。ビクビクと屹立が未来の隘路で跳ね、人工膜越しに玲央が白濁を吐き出すのを感じる。

「……玲央くん、──」

　名前を呼び、なんと言うつもりだったのか。

　ハッと口をつぐんだ瞬間、玲央に唇を奪われる。もうすっかり慣れ親しんだ、粘膜の接触。

「未来さん、──今夜は泊まっていって」

　まだまだ足りない。暗にそう言われていることは、容易に察しがついた。

　後悔するかもしれない。なぜか不意にそんな予感がしたが、未来は結局、玲央と過ごす時間の誘惑に勝てず、コクリと小さく頷いた。
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　肌寒くなれば、ランチで社外に出るのが億劫になるのが会社員の常なのかもしれない。新入社員が配属される春を除き、そういえば例年、晩秋から年末にかけては社食が混雑するような気がする。

　とりとめもなくそんなことを考えながら、未来は、Ｂランチのトマトクリームスパゲティを口に運ぶ。混んではいたが、窓際の席を確保することができたのは幸運だった。

　三十歳になって、早いものでもう一か月半。つまり、玲央との初めての夜からも、同じく、一か月半。

　冬らしく澄みきった青空は心地よく、背中に当たる日差しのおかげで、十二月も二週目だというのに、テーブル席はぽかぽかと暖かい。

（ちょっと眠いかも……）

　そう自覚した途端、ふわっと小さくあくびをしてしまう。正面で、同じくＢランチのパスタの最後のひとくちを咀嚼していた里奈が、目ざとくそれを見咎め、にんまりと笑顔を見せた。

「未来さん、最近なんだか寝不足気味じゃありません？」

「そう……かな？」

　内心の動揺を悟られないように大きくスパゲティを口に含んだが、勘の良い里奈には効果がなかったらしい。それどころかますます笑みを深め、フォークを置いて、未来の顔を覗き込む。

「それに、最近なんだかますますきれいになりましたよね。肌もつるつるすべすべだし……」

　返事に困る未来に、里奈は、ふーん、と、わけ知り顔で口角を上げる。けれど、社会人としてのマナーを心得ているのか、「デザート買ってきますね」と言い残し、あっさりと席を立った。

（思い当たる原因と言えば、玲央くんだけなんだけどね──）

　誕生日の前夜に偶然『ヴェンタナ』で会い、一夜を共に過ごして以来、玲央はすっかり未来の日常生活にも溶け込んでしまった。

　外回りの多い玲央とは、交換してからずっとメッセージアプリで他愛のない話を続けている。

　初めて降りた駅で美味しいカレーパンを見つけた、とか、得意先から帰社する時に見た夕日がきれいだった、とか、そんなありふれた話だ。その合間に挟まれる、社会人としての意識の高さには目を見張る。

　未来の方も、代わり映えのない毎日の中でなんとか返事のようなものを送っている。星占いで一位だった、とか、使い勝手の良さそうな付箋を手に入れた、とか。

（でも、玲央くんのおかげで小さな幸せを見つけるのはうまくなったな……）

　はっきりと自覚している。

　玲央の影響で、未来はずいぶん前向きに明るくなれた。不思議と、結婚や出産や転職を理由に友人たちが自分よりも輝いて見えることもなくなり、年齢への焦りもなくなった。大きすぎる胸へのコンプレックスは跡形もなく消え去り、それどころか、背筋を伸ばして歩けるようにもなった。会うたびに全身隈なく可愛がってくれる玲央のおかげであることは間違いないだろう。何しろ、肉体だけでなく、未来の可愛げのない性格も含めて、可愛いと言い含めてくれるのだから。

（玲央くんが毎日のように飽きずに甘やかしてくれてるおかげ、だよね……）

　日々のメッセージのやりとりに加え、週に幾度かの逢瀬。平日の場合は、たいてい、玲央が未来のアパートに泊まりに来る。彼の好きな缶ビールの銘柄も覚えてしまい、冷蔵庫に冷やしておくようになった。『ステルラビール』という星のロゴが有名なそのビールは、玲央と会えない夜、冷蔵庫を開けるたびに未来の心をキュッと締めつける。

　休日は、未来のやりたいことリストを一緒にひとつずつ消していく。玲央にとって何の面白みもないはずなのに、行ってみたかった水族館や食べてみたかったスイーツなど、ここ数週間でリストは一気に短くなった。

　甘やかされているのは、精神的な面ばかりではない。

　性欲が強いのか、単に体力も若さも有り余っているのか。

　玲央は、当初の予想に反して、飽きることなく未来を抱く。一晩に何度も、文字通り、全身隈なく貪られ、たとえ未来が満足してもなかなか離してもらえない。

　ベッドではドＳなイケメンの後輩。

　人懐っこい営業部のエリート。

　ふたつの相反する顔を知りながら、そのどちらにも惹かれ続けている今、新たな悩みが浮上していた。

（私たちって、何なんだろう──？）

　はっきり告白されたわけではない。けれど、もう今更、ただの会社の先輩・後輩には戻れないところまで来てしまっている。性交渉だけの関係でもなければ、恋人と呼べるほど確信的な繋がりがある関係でもない。

　でも──。

（次に直接会った時は、ちゃんと好きって伝えよう）

　今までの未来は、異性に自分から告白しようなんて考えもしなかった。

　こんなふうに前向きに、行動的になれたのも玲央のおかげだ、と思いながら、未来はスパゲティの最後の一口を食べ終える。

　早く玲央に会いたい。

　くすぐったいような密やかで甘い気持ちは、社食のカウンター付近に歩みよる後ろ姿で一気に高まった。細身の体型は、間違いようもない。

　今朝、未来のアパートから出勤した時とは違う、薄いブルーストライプのワイシャツと濃紺の無地のスーツ。よく未来のアパートの洗面台に置きっぱなしにされている、左手首の腕時計。メニューで悩んだ時に見せる、人差し指の第二関節で顎のあたりを撫でるクセ。

　ぽわぽわとした心地で玲央に見とれている間に、里奈がプリンを買って戻ってきたようだった。「未来さん？」と声をかけられ、慌てて正面を向き直る。けれど、反応が一歩遅かったのか、彼女はすかさず未来の視線の先に目をやった。

「──あぁ、あそこにいるのって未来さんの従兄でしたっけ？」

　椅子に腰をおろした里奈に、ぎこちないながらもなんとか笑みを向けた。

「うん、そう。営業部の荒あら木き大和。母方の従兄なの」

　玲央に見とれていたと悟られず、ひとまずホッとする。

　何気ないふりでもう一度、目だけでカウンターの方を確認すると、従兄の大和と、彼と同じ営業部所属の玲央が、並んで料理ができるのを待っているところだった。

　大和と親戚関係であることは、社内ではわりと知られているから、里奈は、未来が大和のことを見ていたと勘違いしたのだろう。

　未来は胸を撫で下ろし、チルドカップのプリンを幸せそうに口に運ぶ里奈に、やっと本物の笑顔を見せた。

「あ、そういえば」

　けれど、不意に何かを思い出した素振りで声を潜めた同僚に、一瞬にして警戒心が湧き上がる。続きの言葉を聞きたくない、と思ったのは、防衛本能ゆえだろうか。

「荒木さんの隣に立ってる成田さんって、未来さんとも仲が良いですよね」

「そ、……そうかな？」

「そうですよ！　廊下で会うといつも話してるじゃないですか！　ってことは、未来さんはもう知ってます？　今朝、総務の子に聞いたんですけど、あの人、結婚間近らしいですよ」

　結婚の言葉に一瞬で未来の脳が真っ白に染まった。

「けっ、こん……？」

　かろうじて反芻した言葉は、まるで異国の言葉のようだ。

　プリンに夢中の里奈は、エコ活動の一環で最近プラスチック製から木製に変わったスプーンをくわえたまま頷く。

「総務の子の話では、最近、成田さんって明らかに外泊しましたって感じで、前日と同じスーツで出勤してるそうですよ。ま、営業部のエリートだけあって、更衣室で着替えてるから気づいてる人は少ないみたいですけど。でも、勇気のある女の子が何人かで本人に確認したら外泊は否定されなかったらしいですし。……あー、ネクタイを変えるだけで雰囲気が変わるから、男の人は楽でいいですよね」

　常日頃から着回しに悩み、休み時間も暇さえあればファッション誌をめくっている里奈は、心底羨ましそうに感想を述べる。

（玲央くんが、結婚──？）

　相手は誰だろう、というのが、いちばんに浮かんだ疑問だった。

　自分でないことだけは確かだ。

　そもそも自分たちの関係には、明確な名前はない。彼氏彼女でもなければ、まして、将来を誓い合うような間柄でもない。ただ、彼が気まぐれで会社の先輩である自分と一夜を過ごし、誕生日を祝う優しさを見せてくれただけ。それからずるずると逢瀬を重ねているけれど、それはもしかしたら、未来が図々しく彼の同情心や憐憫を利用していただけなのかもしれない。──そんな疑惑が急激に湧き上がり、ぐるぐると脳裏を駆け巡る。

　ファッションから連想したのか、里奈の関心は、最近買ったらしい冬物のファーコートに移ってしまっている。それでも、この話題をそのままにすることはできず、未来は恐る恐る口を開いた。

「……成田くんの結婚の話って、外泊だけが根拠なの？　若い男の子なら外泊くらい──」

　ファーコートから玲央に意識を向けるのに時間がかかったのか、里奈が小首を傾げた。けれど、数秒経って、未来の質問の意味を把握した直後、「あぁ」と小さく何度か頷く。

「もちろん、それだけじゃないです。やけに退勤時間が早くなって、その恋人とデートしてるみたいですし、──あ、あと、先週の日曜日にジュエリーショップにいるところを目撃したって話もありますよ。それも、ブライダルリングでも有名なブランドのお店だったらしくて。結構モテてるのに全然興味がなさそうだったのは、もう決まった相手がいたせいなんですね」

「……ごめん、里奈ちゃん。悪いんだけど、午前中に片付けなくちゃいけなかった仕事を思い出しちゃった。私、先に戻ってるね──」

「え、ちょっ、未来さん!?」

「ごめん！」

　ガタンと盛大に音を立てて席を立った。情けなく震える手でランチのトレーを持ち上げ、そのままの勢いでカウンターに返却する。幸い、注文を終えて料理を受け取っている玲央も、大和も、他の社員も、未来を驚いた顔で見つめるだけで話しかけてくることはなかった。

　バクバクと鼓動する胸にどうしようもない痛みを覚える。

　先週の日曜日、玲央は珍しく休日出勤なのだと言っていた。その日の夜には未来のアパートに泊まりにきたが、ジュエリーショップに行ったなどという話は聞いていない。

（この場合も、私は浮気相手ってことになるのかな……？）

　ひとりよがりに玲央との関係を勘違いしていた。勇気を出して好きだと伝えれば、もしかしたら玲央も同じ言葉を返してくれるかも知れない──と、浅はかな夢を見ていた。

（私にそんな価値なんてないって、わかってたのに……）

　誰かに大事にされている、なんて、いったいどうして勘違いしてしまったのだろう。

　社内でも社外でもモテる玲央のような男が、未来のような平凡な女に興味を持つはずがない。

　異性に褒められるのは、大きな胸だけ。恋も仕事も人並み以下。付き合っていたつもりの元カレには不貞の末に別れ話もなく捨てられ、挙げ句、人気の後輩に恋をしたと思ったらこのざまだ。

　溢れそうになる涙を堪えながらなるべく下を向いて廊下を足早に歩き、最初に目についた非常階段のドアを押し開けた。建物の外に逃げ出し、ドアに寄りかかったところで、スマホを握りしめていたことに気づく。食事中にテーブルにおいていたから、そのまま勢いで持ってきたのだろう。

　よろめくようにして、ずるずるとドア伝いにしゃがみこんだ。冷たいビル風が、涙で濡れた頬にぶつかる。

（終わりにしなきゃ……ね？）

　誰に訊くわけでもなく、迷うこともなく、ただ淡々とそう思った。ひりつく心は完全に麻痺し、感情がうまく機能しない。

（恋人でも何でもないアラサー女がつきまとってたら、迷惑だし……）

　自分は一体、何を勘違いしていたのか。忸怩たる思いに苛まれ、それでもすがるようにスマホの液晶をタップした。

　開いたメッセージアプリの中で、ふたりのやりとりを遡る。

　告白する前で良かった、と、目を閉じて、自分に言い聞かせた。

（充分、楽しい時間をもらったじゃない？）

　まぶたを開き、考えるのは、玲央と過ごした甘やかな時間。




　『ごめんなさい。もう会社の外では会いません。ありがとう』




　それ以上の言葉が見つけられなかった。謝罪も感謝もいくら言っても言い足りないし、本音を隠してこのまま浮気相手のポジションに甘んじるには自分の気持ちが育ちすぎている。だいたい、そんなやましいことをするのは自分の意に反する。

　その一方で、「さようなら」の最後のひとことだけは、どうしても言えなかった──。

　慎重な性格が災いして、こんな時だと言うのに、いつもの習慣でたっぷり三回は本文を読み返した。それでも、送信ボタンを押した瞬間、全身から力が抜けた。後悔とも絶望とも呼べない、苦くて重たい鉛のような感情の中で、疑いようもない自分の気持ちがやっと浮き彫りになる。

（こんなに好きだったなんて──）

　未来さん、と、名前を呼ばれるのが好きだった。まるでデートのように外を出歩く時も、ベッドで痴態の限りを尽くして啼かされている時も、眠りにつく直前に気だるげに髪を梳かれる時も。

　加虐的な喜びを噛みしめ、微笑む玲央を見るのも好きだった。可愛いと褒められる時も、淫らな自分を受け入れられることも、骨の髄まですべてを欲しがられる時も。

　鋭いナイフで切り裂かれ、抉られるような痛みを感じる。

　ドアに寄りかかったまま青空を見上げ、スマホの画面を見ないようにして電源を切った。

（大丈夫。失恋なんて、大したことじゃない。だから大丈夫。──ただ、ちょっと前の平凡な日々に戻っただけ）

　途端、人生でもっとも幸せな誕生日だった瞬間を思い出し、未来の目からは新たに大粒の涙がこぼれた──。





　＊






　結論から言えば、自分は大丈夫だった、と、居酒屋のドアをくぐりながら未来は思う。

　会社の最寄りのメトロ駅にほど近い隠れ家的なこの店が、営業部と生産管理部の合同忘年会の会場だ。

　未来が玲央の結婚の噂を小耳に挟んでから、一週間。

　運悪く、あの直後に地方の工場でトラブルが発生し、一部の生産ラインに不具合が生じた。自ずと未来も残業の日々を送らざるを得なくなり、落ち込んでいる暇などなかった。余計なことを考えずに済んだのは有り難いが、なんとも言えない後味の悪さを覚える。

（結局、玲央くんからの連絡も無視しちゃってるしね──）

　里奈と共に貸し切りの店内を進み、幹事の案内で壁際のテーブルにつく。自由参加とは言え、生産管理部の女性社員などは営業部の男性社員と懇意になるチャンスだと意気込んで忘年会に参加している。特に今回は、生産管理部の同僚が退職することになっており、彼女の送別会も兼ねているから参加者も多いのだろう。

　ずらりと三列に並んだテーブルを見て、内心で安堵する。玲央を避けるために今回は欠席するつもりだったが、退職するのが比較的仲の良かった同僚とあっては、顔を見せないのも憚られた。

（もういっそ全部なかったことにして、私のことなんて放っておいてほしいのにな……）

　時間を確認するつもりでスマホを見ると、もうすっかり見慣れた着信履歴。諳んじてしまうほど繰り返し見た玲央の電話番号に、小さくため息をつく。

　一週間ずっと無視しているのに、玲央は毎日繰り返し電話をかけてくる。送られてくるメッセージは、さらに多い。その文面から、他支社での合同研修会に参加させられていることを知って、申し訳ないと思いながらも直接顔を合わせる機会が遠のいて安堵もしていた。

「やっぱりちゃんと、さようならってお別れの言葉を言わなくちゃ駄目だよね……」

「そうですか？　そんなに深刻にならなくても、無難に『お疲れ様でした』とかでいいと思いますけど……」

「え？」

　隣の席に座り、おしぼりで手を拭っていた里奈が不思議そうな顔をする。うっかり心の声が外に出ていたのだと気づいて、慌ててたった今彼女の言ったことを思い出す。

「それとも、退職する人への挨拶ってそれなりに重みがある方がいいんですか？」

「あぁ……ど、どうなんだろうね。やっぱり『お疲れ様でした』くらいが無難かな」

「未来さん、本当に大丈夫ですか？　ここのところずっと様子が変ですよ？」

　心配そうな顔で「ミスも多いし、ため息も多いし」と続ける里奈に、失恋したくらいで動揺していた自分を恥じ入る。

「うん、大丈夫。ありがとね。……でも、今日は、挨拶だけして途中で帰ろうかな」

「それがいいかもしれないですね。──あ、始まるみたいですよ」

　入社二年目の幹事の司会で始まった忘年会兼送別会は、和やかに進んだ。生産管理部部長の生真面目な挨拶と、営業部部長のユーモラスな挨拶は、合同忘年会が始まって以来の名物でもあり、両者もそれを楽しんでいる節がある。同期でもあるふたりがそれぞれ乾杯の音頭を押しつけ合い、最終的に同時に「乾杯」の声を上げるのも通例だ。

　ビールジョッキのぶつかる音に続き、あちこちから「うまそう！」「いただきます！」と早くもお祭り騒ぎが始まる。

（玲央くんは、──良かった。やっぱり今日はいないみたい）

　会場を見回す間でもなく、玲央は今回不参加のようだった。

　退職者が前に呼ばれ、簡単な挨拶をするのを眺めながら、未来は里奈を真似て唐揚げに箸を伸ばす。忙しさと精神的な疲労のせいで、ここ最近ずっとろくなものを食べていなかったが、里奈が甲斐甲斐しく世話を焼いてくれるのを無下にするのも気が引けた。

（そういえば玲央くんも唐揚げが好きなんだよね。アウトレットモールに買い物に行った時も、お昼に唐揚げ食べてたし……）

　そこまで考え、未来は嘆息した。油断すると玲央のことばかり考えてしまう自分を叱責する。もう何度目のことだろう。

　生産管理部の部長から花束とプレゼントを渡される退職者に拍手を送り、次はサラダを食べよう、と取り皿を持ち上げたところで、入口が騒がしくなるのを感じた。

「成田さん！」

「おお、成田！　間に合ったのか！」

　営業部の面々が嬉しげな顔を見せ、生産管理部の女子社員たちもにわかに色めき立った。

　外回り用の濃紺のコートを着た玲央は、頬を紅潮させて会場全体を見回した。

（玲央くん……）

　未来の視線が玲央のそれと絡まった瞬間、彼女の背筋に覚えのある甘い痺れが走った。

　追うものと追われるもの。狩るものと狩られるもの。食べるものと食べられるもの。自分と玲央のあいだにある、無視できない関係に圧倒される。

　けれど、玲央はすぐさま視線を逸らした。

「契約、取ってきました！」

　玲央の報告に、会場が一瞬、静寂に包まれる。契約相手の企業名も報告された直後、わあっ、と歓声が上がった。「すごい」「でかした」と称賛の声が営業部を中心に湧き上がる。

　玲央はそのまま反対側のテーブルに連れて行かれ、先輩社員に頭を撫でられ、周囲の女性社員たちに熱の籠もった讃辞を浴びせられる。呆然とその光景を見つめる未来と、場の中心にいる玲央とでは、住んでいる世界が明らかに違う。

（うっかり告白なんてイタいことしなくて良かった……）

　未来は、自嘲気味に笑い、ぬるくなったビールで喉を潤した。

　さっさと挨拶だけ済ませて帰ろう。そう思うのに、肝心の退職予定の同僚は、上司たちに囲まれていて、近寄れる雰囲気ではない。仕方なく、もそもそとシーザーサラダを食べ、里奈や近くの席の同僚たちの雑談に愛想笑いを向ける。

　どれくらい時間が経ったのか。

　気づけば、すっかり無礼講となり、みんな自由気ままに席を移っていた。里奈も、営業部の友達のところに行ってくる、と席を立ってしまっている。それ以外の同僚も思い思いに席を立っていて、残されたのは未来だけだ。

（挨拶はやめて、後でメッセージを送ろうかな。でも、里奈ちゃんがいない間に先に帰ったら心配するかも……）

　カバンにしまっておいたスマホに目をやると、会が始まってから一時間ほど経過していた。二時間の飲み放題プランと言われているが、自分がいなくなっても問題はないだろう、と判断する。

　せめて里奈にだけは先に帰ることを告げよう、と、スマホから顔を上げた。その時、手の中で機械が振動して未来を驚かせた。

『この後、ふたりで会いたい』

　咄嗟に画面から顔を上げれば、簡潔なメッセージの送り主は、今もまだ人の輪の中にいた。けれど、隣の男性社員の話に耳を傾けながらも、その大きな手には愛用の黒いスマホが握られている。

　目が合った瞬間、またドクンッと大きく未来の心臓が跳ねた。怒りのような激しさをまとう視線に逆らいきれず、その場で小さく頷く。彼女のその仕草に満足したのか、玲央は、未来だけにわかる微かな動きで口角を上げた。

「──こーんな隅っこにひとりで、ずいぶんシケた顔してんなぁ」

　頭上から降りかかる明るい笑い声に、未来の意識は現実に引き戻された。この会社で、未来に対してこんなに気安く話しかけてくる者は、ひとりしかいない。

　声のした方を見上げて顔を確認すると、予想通り、そこには従兄の荒木大和がグラスを片手に立っていた。──と言うより、気づいた時にはすでに、未来の隣の席にどっかりと腰を下ろしていた。

「……大和くん」

「ちゃんと食ってるか？」

　彼は外見も中身もバリバリの体育会系で、面倒見の良い兄貴分、という言葉がしっくりくる。未来の母も、甥の大和を全般的に信用していて、『大和くんの勤めてる会社なら間違いないわね』と同じ会社に就職の決まった未来のことを手放しで喜んだほどだ。大和の方も完璧な好青年ぶりを発揮し、『未来に困ったことがあったら、俺がすぐにかけつけるから』とお正月の親戚の集まりで宣言し、未来の両親を安心させていた。そして実際に、社内で未来を見かけるたびにこうして声をかけてくれる。

「食べてるよ。それより久しぶりだね」

　週に二回か三回くらいは廊下やエレベーターですれ違うのに、いちばん近い記憶は、一週間前に社食で玲央と一緒にいたところを見かけたのが最後だ。

「あー、年末は取引先もいろいろ前倒しになるからなぁ。しかも、未来も知ってるだろ？　そんな忙しい時にうちの超優秀な後輩が研修会に参加させられてて、こっちはその穴を埋めるのにてんてこ舞いだよ」

　チラッと視線だけで玲央を示した大和を相手に、未来は心のうちの動揺を押し隠す。

　何を飲んでいるのかわからないが、グイッとグラスを空けたところを見ると、さほど強い酒ではないのだろう。母方の遺伝なのか、ふたりともそれほどアルコールに強い体質ではない。未来自身は、一杯目のビールを終えて早々に烏龍茶に切り替えている。

「……へぇ、そうなの？　大変だったんだね」

　大和からの探るような視線を感じたが、未来はあえてテーブルの上の冷めた料理に関心のあるふりで顔を背けた。食べたくもないフライドポテトを一本取り、口に押し込む。けれど、大和からの視線を避ければ、今度は真正面にいる玲央の姿が視界に入ってしまう。

　眉間にシワを寄せた玲央は、明らかに怒っている──。

「なぁ、飲まないんならその烏龍茶、ちょっとちょうだい」

「え？　──あ、ちょっと、大和くん！」

　未来の前に置きっぱなしになっていた烏龍茶のグラスを横から奪われ、思わず非難の声が出る。

「まったくもう！　飲みたいなら自分で注文すればいいじゃん。飲み放題なんだし」

「んー？　まあ、そこまででもないんだよなぁ……。それより未来、おまえ、髪型変えた？」

　無遠慮にじろじろ眺め、あまつさえ、毛先をつまんで指で弄ぶ従兄に、未来の方が戸惑いを隠せない。従兄とは言え、ほとんど兄と妹のような関係だ。間接キスやボディタッチには今更、何の抵抗もないが、こんな大和は今まで見たことがなくて、見た目よりも酔っているのかもしれない、と心配になる。

「大和くん、もしかして酔ってる？　私、先に帰ろうと思ってたから、送って行こうか？」

「いや、大丈夫。ちょっと後輩の元気がなくてな……」

「へ……？」

　まったく会話の噛み合わない返答。

　これは自覚症状がないだけで本格的に酔ってるな、と、未来が確信したのと、視界の隅で玲央が椅子から立ち上がったのは、ほとんど同じタイミングだった。

　体調不良らしい従兄を前に、それでも未来の全神経は、こちらに向かって歩いてくる玲央に向けられる。玲央の周りでは、突然の彼の非礼に、怒りよりも困惑の空気が漂う。

「あ、そういえば、未来。おまえ、叔母さんに結婚をせっつかれてるんだって？」

　大股で歩く玲央を目だけで追いながらも、未来は大和の発した〝結婚〟の言葉に、条件反射で深いため息をついた。

「この前、うちの母親経由でチラッと話を聞いたくらいだけど、叔母さん、結構張り切ってるらしいじゃん？」

「……まぁね。あー、もう面倒くさいし、今回は年末の帰省もやめちゃおうかなぁ……。お母さんってば、向こうで私に市役所の職員とお見合いさせようとしてるんだよね……」

「市役所の職員？」

「うん。お母さんの友達の友達の妹の息子？　違う、友達の妹の友達の息子だったかな？　なんか、そんな感じの人……らしいよ？」

　意識を玲央に集中しているせいで、どうでもいいことをぺらぺらと喋っている自覚はあった。そんな未来を面白がるように、大和がにやりといたずらでも思いついたかのような笑顔を浮かべる。

　視界の隅では、玲央がかたちの良い唇を真一文字に引き結んだまま、ずかずかと未来たちのいる方へ近づいてきているのも見える。

　不機嫌さを隠そうともしないイケメンエリートを止める者はない。けれど、そんな中でも大和だけは余裕綽々の様子で、むしろ楽しげに口を開いた。

「へぇ。じゃあ、未来、いっそ俺と結婚するか？　四等親だから問題ないだろ？　別に俺たちお互いに決まった相手もいないし、未来が相手ならうちの母親とも嫁姑のトラブルもないし──」

「荒木先輩。悪いんですけど、その人、俺のモノなんで手は出さないでもらえます？　イライラするんで」

　低いのにはっきりと聞こえた氷点下の声に、一瞬にして、会場内の雑談が途切れた。その場にいた全員が咄嗟に口を閉じ、動きを止めただろう。同時に、全員の視線がこちらに注がれていることも感じられる。いつも陽気な営業部長でさえグラスを口につけた中途半端な状態で硬直しているし、その対面にいる生産管理部長は細い目を大きく見開いている。

　そんな中、言葉の通り、苛立たしげに腕を組んだ玲央は、今にも何かを蹴り飛ばしそうな勢いで大和を睨みつけていた。

「……あの、……成田くん？」

　状況を理解し、マズい、と焦ったが、すでに遅かった。

　グイッと手首を引いて椅子から立ち上がらせられ、そのままポスッと玲央の鍛えられた腕に囲い込まれる。見た目よりも厚めの胸板に鼻先がぶつかり、たった一週間程度だと言うのに懐かしさがこみ上げた。

「未来さん、帰るよ」

「え、ちょっ、──ちょっと待って、玲央くん！」

　未来が名前を呼んだほんの一瞬だけ、玲央が目尻を下げた。けれど、次の瞬間、自分の荷物に合わせ、勝手に彼女のカバンを持った玲央は、問答無用で飲み会の会場から歩き出した。

　半ば引き摺られるようにして居酒屋を後にした未来の耳に、つんざくような指笛の音と、驚きと羨望と不満の混じった女の子たちの悲鳴が聞こえた。

　一瞬にして主役のいないお祭り会場と化した混沌の一画で、笑みを崩さない従兄だけは、まるで未来と玲央だけに見せつけるように、空のグラスを宙にかかげた。







【４】








　店の前の道路でタクシーを止め、運転手に目的地を伝える以外、玲央はひとことも言葉を発しなかった。唇を引き結んで不機嫌そうに窓の外を眺めているのに、彼の左手は未来の右手を掴んだまま離してくれない。

　それでも、車が走り出す前に彼の告げた住所が玲央のアパートであることはわかり、ひとまずホッとする。

　タクシーは無言の大人三人を乗せてネオン街を走り、そしてあっけなく目的地に着いた。

（また来るなんて思わなかったな……）

　ドアの鍵を開け、小さく「入って」と呟く玲央に、いささか場違いな感想が浮かぶ。ここまで来て拒むのもおかしな気がして、未来は促されるままに玲央のアパートに足を踏み入れた。途端、背後から玲央に抱きすくめられる。

「俺じゃ駄目で、荒木先輩ならいいの……？　俺の何が駄目なの？　教えてよ……」

　会社で見る陽気な年下の後輩でもなければ、ベッドの上で見る加虐的な性癖を秘めた肉食系男子でもない。怒りや苛立ちで今にも爆発しそうな様子は未来が初めて見るもので、誤解を解こうにも上手く言葉が出てこない。

　あの、とか、えっと、とか、意味もない声だけが漏れ、それがさらに玲央の激情を掻き立てるのがわかる。

　気づけば、胸を壁にぶつけるようにして後ろから押さえつけられており、一切の自由がない状況に頭がクラクラした。

「……大和くんは私の従兄だから、そんなんじゃない。それに、私じゃ駄目なのは、玲央くんの方でしょう？」

　背中に感じる体温に、こんな時だと言うのに胸が高鳴る。会うわけにはいかない、と避けておきながらも、会いたくて会いたくて仕方のなかった人がそこにいる。その密着感に、未来は嬉しくて泣きそうになった。

「俺？　何言ってるの？」

「隠さなくてもいいから。結婚間近の恋人がいるって知ってるし、別に同情で寝ただけの可愛そうなアラサーの先輩のことなんて気遣ってくれなくても──」

「本気で言ってんの？」

　ビクッと全身が震えた。

　燻っていた怒りの炎が燃え上がったかのような、隠していた感情が一気に解き放たれたかのような、臨界点を突破した、感情を押し殺した声。彼の息が髪を通ってうなじに当たり、そこだけ炙られているかのように熱い。

「俺が愛してるのは、未来さんだけだけど」

「……え？」

　振り返ろうとしたのに、ほとんど羽交い締めのようにきつく抱きしめられ、後ろを向かせてもらえなかった。それでも、しっかりと体に巻きついた玲央の腕から、彼が本気で言葉を選んでいることが伝わってくる。

（愛、してる……？）

　言葉の意味を噛み締めた瞬間、自身の体も熱く熱を帯びた。

「でも、……」

「生産管理部での研修で好きになったのに、未来さんにはすでに相手がいて、──だけど諦めきれなくて、ずっと指を咥えて見てることしかできなかった」

　玲央の自分自身を嘲ける低い笑いは初めて聞くもので、また彼の新たな一面を見た興奮に未来の全身が震えた。

「未来さんを俺だけのものにしたいのにそれができなくて苦しかった。けど、職場で接点があるだけで充分だって思い込もうとしてた。新規の顧客を獲得できれば未来さんのいる生産管理部と関われるから、死に物狂いで営業に回って、新規開拓をしまくったよ」

　在庫管理が主な仕事の未来にとって、それは思いもよらない告白だった。ふと思い返せば、玲央は確かに、他の営業マンに比べると生産管理部に顔を出すことが多かった気もする。

「……でも、結婚直近の恋人、は……？　彼女にプロポーズ用の指輪を買ってたって噂が……ひゃ、っ！」

　耳にかかる髪をかきあげられ、ペロッと耳たぶを食まれた。ゾクゾクするほどの快感で力が抜けそうになったところを、後ろから強く壁に押しつけられる。

「指輪……？」

「そう。ジュエリーショップで玲央くんを見たって人が……」

　数秒間、記憶を手繰り寄せるように微かに斜め上の方を見た彼は、何かに思い至ったらしく、ひとりで納得して頷く。

「あぁ、あのことかな。それは半分嘘で、半分本当」

　それより、と、玲央が未来の首に軽く歯を立てながら、声を低くする。

「俺には、職場の同僚と恋愛する気はないって言っておきながら、荒木先輩とはやけに仲がいいね。俺は未来さんの心の準備ができるまでいつまでも待つつもりだったし、ふたりがいとこ同士だって知ってるけど、あんなに仲良くされるとイライラする……」

「そんな──ん、んんっ！　ゃ、玲央く、……そんなとこ、噛んじゃヤぁ……！」

　玲央は、本気で歯を立てているわけではないことはわかっている。それでも、玲央にむき出しの感情を向けられることが嬉しくて、足のつけ根に熱が溜まる。

　油断していた未来は、一瞬にしてくるりと玲央と向き合わされた。妖艶な獣の眼差しに捕らえられ、被食者としての本能が脳の奥で騒ぐ。

「──未来さん、愛してる」

「本当に……？　だって、私、玲央くんより年上で、もう三十過ぎだよ？　仕事だって別に大してできないし、趣味も特にないし……」

　一時は、玲央に告白しようとしていたほど前向きだったことも事実なのに、今夜の飲み会で脚光を浴びている玲央を目の当たりにして気が引けたのもまた事実だ。いくらプライベートで一緒に過ごすのが楽しいとは言え、玲央なら自分以上に素直で可愛い女の子を選び放題のはず。

　悪いクセだとわかっているのに、最近は鳴りを潜めていたネガティブな思考に縛られてしまう。

　けれど、そんな未来を諭すように、玲央は短く音を立てて唇にキスを落とした。

「俺のこと好き？　それとも嫌い？」

　二択を迫られ、未来は無意識に唇を舐めた。逃げることは許さない、と、玲央の親指が未来の濡れた唇を撫でる。

　早鐘を打つ心臓を押しつけるようにして、未来は自分から玲央に抱きついた。安堵と緊張と興奮のないまぜになったような気持ちが溢れ出す。

「……好き。玲央くん、本当は好きって告白するつもりだったの。でも、玲央くんには本命の彼女がいるって噂を聞いて怖くなっちゃって……それに、今日だって玲央くんはみんながびっくりするような契約を取ってきて、……そんなにキラキラしてるのに、私みたいな女に好かれても迷惑かと思って、それで──」

　話しているうちに、自然と涙で視界が霞んだ。支離滅裂だけれど、全部本音だ。好きな人の一挙手一投足に浮かれたり、傷ついたり、幸せになったり、落ち込んだり……三十歳を過ぎたというのに、未だにそんな恋心を持て余してしまう。年ばかりを無駄に重ね、恋愛偏差値が低いままの自分が恥ずかしい。

　こらえきれずにしゃっくりを上げた時、「可愛い」と囁かれ、ふわっと抱き上げられた。

「きゃ、──あ、ちょっと、玲央くん!?」

「一緒にシャワーを浴びよう」

「え？」

「未来さんに荒木先輩の匂いが移ってるの、どうしても嫌なんだ──」

　拗ねたような口調と、心持ち突き出した唇。不機嫌そうに逸らされた視線。それとは対照的に、ぎゅっと未来を抱きしめる大きな手。

　独占欲のままに発せられた玲央の我儘に、胸の奥が引き絞られたようにキュンと疼く。

　玲央は、未来を抱えたまま数歩だけ足を進め、浴室のドアを開け放った。何のためらいもなくシャワーコックをひねり、密室はたちまち熱い水蒸気に包まれる。

　ふたりとも服を着たままなのに、玲央はそんなことにはお構いなしで、また未来を抱きしめた。

「俺からしたら、未来さんは今のままでもめちゃくちゃ可愛いよ」

　至近距離で真っ直ぐに未来を見つめたまま、玲央がそう告げる。シャワーのお湯が額から頬を伝い、彼はわずらわしそうにゆるやかなウェーブを描く髪をかきあげた。その手が静かに未来の首筋から鎖骨をなぞり、彼女の唇から小さな吐息が漏れる。

「信じて。未来さんは、世界でいちばんきれいだし、可愛い──」

　玲央の手が、卵の殻でも剥くように、丁寧に未来の服を一枚ずつ剥いでいく。水を吸って重くなったカーディガンやシフォンブラウスが床に落とされ、グレージュのプリーツスカートが足元でいびつな輪を描いた。下着だけの姿で心細さに玲央に抱きつこうとするが、やんわりと押し留められる。

「駄目だよ。未来さんにはちゃんと自分の魅力をわかってほしい。今夜は俺のお願いをきいて……？」

　魅了されたままこくりと頷けば、ご褒美だとでも言うように、そっとこめかみに唇を押しつけられた。触れるだけのキスに心を奪われている隙にブラのホックが外され、窮屈さから解放されて無意識に吐息がこぼれた。

　そうしている間にも、玲央の大きな両手がそれぞれ未来の豊満な胸を包み込み、やわやわとその弾力を確かめる。

「……ぁ、っ……！」

「やわらかい……」

　敏感な先端を避けて全体を揉みしだく手は、かつてないほどにやさしくて甘い。ジリジリと法悦と羞恥がおなかの奥で燻り、未来は思わず小さく身をよじった。

　玲央だけが与えることができる、身悶えするほどの渇望。そして、その先に待つ快楽と充足を予感し、早くも体が打ち震える。

（早く、もっとして欲しい……）

　はしたないことを望んでいる自覚はあるのに、過去に何度も繰り返し性の歓びを教え込まれた体はほんの少しの我慢をも嫌がる。けれど、むずかるように首を振る未来に、玲央は薄く笑うばかりだ。

「やァ、……玲央くん、もっと……！」

「だーめ。まだだよ、未来さん。今日はもっと、気が狂いそうになるくらい我慢して？　それができたら、後からおかしくなるくらいいっぱいイかせてあげるからね……？」

　できる？　と問いながらも、玲央はわざとらしく唇で右の乳嘴を軽く咥えた。噛む、でもなく、舐める、でもない。ただふたりの細胞同士がこすれるだけの微かな接触に、もどかしさから未来は必死で身をくねらせる。背中にはごつごつとした冷たいタイルがあたり、敏感になった脇腹にはシャワーの飛沫が心地良い。それなのに、それはどちらも未来が求めているような熱を帯びた刺激ではなくて、飢餓感ばかりが増大していく。

「未来さん、ちゃんと我慢できる──？」

「我慢、するからぁ……！　ひゃ、ァ、……玲央く、……んんっ！」

　玲央の言葉に無条件で従いたくなってしまうのはなぜなのだろう。不思議に思った瞬間、期待していた刺激を与えられ、思考は霧散した。

　敏感な胸の飾りを舌先で押され、未来の口から思わず甘い悲鳴が上がる。明らかにシャワーのお湯ではない、淫らな雌の蜜が足のつけ根から滴り、反射的に太ももに力が入った。

　むずむずと腰をくねらせる未来に、玲央が気づかないはずもなく。

　うっとりとした微笑を見せた後、彼は静かに空いた手を未来のショーツに這わせた。勝負下着でもなんでもない、シンプルな薄ピンクのそれは、玲央の手で押し下げられ、秘裂が晒される。

「未来さんは、ここを舐められるのも好きだよね……？」

「ん、ぁあっ！」

　ためらいもなくシャワーの下で膝立ちになった玲央は、口元を未来の雌のあわいに近づけた。熱くぬめった舌が、左右の淫襞をかき分ける。その言葉にできないような背徳的な光景と甘やかな愛撫にバランスを崩しそうになり、すがるようにして彼の後頭部に両手を添えた。

「ぁ、玲央くん、……それ、やァ……！」

　ぬるっと奥まで差し入れられた肉厚な舌は、未来の弱々しいかたちばかりの拒絶を無視して、襞の隙間の淫液をじゅぷじゅぷと掻き出す。男根を模してかたく尖った舌が挿入されるたびに摩擦による快感が生まれ、蜜が抉り出されるたびに隘路が切なさにわななく。

「こっちも可愛がってあげないと……」

　ひとりごとなのか、あるいは、未来に教え諭したのか。いずれにせよ、玲央は、ビクビクと自身の舌の動きに合わせて絶頂間近の痙攣を繰り返す未来に、「可愛い」と囁く。シャワーの音で立ち消えることのないその睦言に、未来は堪えきれずに大粒の涙をこぼした。

「玲央くん、好き──。好きなの、好き──、大好き……」

　ずっと言いたかった。そう思ったが最後、際限もなく『好き』という言葉がこぼれ落ちる。

「ん、俺も未来さんのこと、好き。ほんとに可愛い」

　両想いを確認した途端、全身の筋肉が緩んだのがわかった。

　玲央は、その場に立ち膝になったまま、右手を未来の太ももに回し、後ろからそっと淫襞の隙間に指を差し入れる。その一方で、左手は彼女の胸に舞い戻り、的確に乳頭を捉えた。それだけでも電流が走ったような悦楽が全身を支配するのに、玲央は、あろうことか、陰核をやわらかな唇で食む。

「──あ、ァァ！　玲央くん、それ、なんか……！」

「いつもと角度が違うけど、こっちも気持ちいい？　未来さんのナカ、俺の指をくわえてひくひくしてる。……それともこっちかな？　つんと尖って、触るとほら、こりこりしてる」

　ふふっ、と楽しげに笑う玲央は、完全に加虐スイッチがオンになっている。自身の声や息がかかるとわかっているはずなのに、意地悪にもぷっくりとふくれた雌芽に触れるか触れないかの距離でゆったりと卑猥なことばかりを囁く様子からも見て取れる。

　未来の全身が赤く染まった。そんな彼女をますます追い詰めるように、玲央は乳嘴と陰核と隘路への愛撫のリズムを未来の好みのそれに変えた。ここ数週間で何度も開拓され、調べつくされた女体は、なすすべもなく最愛の男の手に翻弄される。まして散々快楽漬けにされた末に、一週間も離れて過ごした後だ。今までにないほどのスピードで快感を拾い、またたく間に爆ぜる前兆を知覚する。

「あぁ、それとも未来さんが好きなのはこっちかな？　舐めても舐めても奥の方からえっちな液がだらだら出てくるね」

　ぢゅっと雌芽を吸われ、隘路の肉襞を指で掻かれ、乳頭をくすぐられて。

　かたく瞑ったまぶたの裏で、白い光が明滅する。

「……、っ、ひゃ、……ァああ！　あ、玲央くん……イッちゃ──！」

「まだだーめ」

「……やァ……！」

　何かが来る、と思った瞬間、玲央がぴたっとすべての動きを止めた。絶頂のすぐ直前で愛撫を止められた未来は、火照って疼く体を持て余し、涙混じりの声を上げる。

　あっさりとその場に立ち上がった玲央は、恍惚とした顔で未来の左頬の涙をぬぐった。

「未来さん、本当に最高に可愛い。このままこの部屋に閉じ込めておきたい──」

　そうだ、と何かを閃いた様子の玲央は、不敵な顔でにやりと笑うと、未来の両手を取り、有無を言わさず彼女を鏡のある壁に向き直らせた。ちょうど大きな鏡と平行になるように立たされ、また背後から抱きすくめられる。

　濡れた足場でバランスを崩しそうになったが、玲央の肉体はびくともしなかった。

「顔を上げて、よく見て──？」

　逆らうことは許さない、とでも言うように、玲央の片手が未来の顎を捉え、そのまま目線の角度を変えられる。

（このアパート、どうしてこんなに鏡が大きいの……！）

　自分のアパートと比べ、玲央のアパートの浴室の鏡は、明らかに大きい。ほとんど全身が映りそうなサイズで、恥ずかしくて見たくないのに、痴態がまざまざと眼前に晒される。

　まめに掃除をしているのか、曇りのない鏡にくっきりと映る、ふたりの男女。

　濡れているけれど着衣の乱れもほとんどない玲央は、けれど、妖艶な男の色香を醸し出している。それに──。

（うそ。これが、私……？）

　上気した頬。同じく、血色の良くなった唇。かつてコンプレックスだった平均以上の大きさの胸は玲央の手の中で自由自在にかたちを変え、和毛に隠された秘処をシャワーのお湯が流れていく。

「こんなにとろとろになるくらい我慢できたから、いっぱいイかせてあげようね……？」

　ワイシャツのボタンが弾け飛ぶほどの乱暴さで、玲央が邪魔な服をすべて脱ぎ去る。そして、スラックスのポケットに入れていたらしい避妊具のパッケージを取り出し、そそり立った怒張に皮膜をかぶせた。

「ほら、よく見て。いつも未来さんがどれだけ淫らに俺を呑み込んで、美味しそうにしゃぶるのか」

　言葉の通り、玲央は右手で未来の右足を持ち上げた。膝裏に回した手で彼女を支え、同時に、器用に淫裂に自身の熱杭の先端でキスをする。

「最高に可愛くて、やらしい……」

　率直な言葉とは裏腹に、喜色の混じった声で玲央が囁く。彼の怒張がひときわかたく、そり返った気がした。

　男根の先にある凹凸のくっきりとした瘤が、肉襞を割り開いた。未来が「来る」と思った瞬間、めりめりと充血した肉壁を押し広げ、蜜路に侵入する。

　久しぶりに感じる玲央の熱に、肉体よりも先に脳が焼きつきそうになる。

「あ、玲央くん……ァァっ！」

「ヤバ、……食いちぎられそう」

　隙間なくみっちりと蜜口を塞いだ男芯に、未来は、はあはあと呼吸を浅くすることしかできない。

「ぁ、んっ、……んん、っ！　ァ、やァ、玲央くん……ダメ、奥まで……！」

　一センチ、そしてまた一センチ……。

　ゆるゆると前後に動き、淫蜜を絡めてナカへと進んでいく熱い楔は、今までにないほどゆっくりと時間をかけてやっと最奥にたどり着いた。

　未来は、怒張に串刺しにされるかのようにしてつま先立ちになり、ほとんど全体重を玲央に支えられ、快楽を逃がすこともままならない。

「わかる？　奥まで入ってる……」

　屹立は、その言葉を証明しようとして、玲央の腰の動きに合わせて未来の隘路で左右に揺れた。緩慢ながらもずんっとした重い衝撃に、一瞬、びくっと体が痺れる。

「未来さん、愛してる──」

「あ、玲央くん、……私、も……！」

　同じ言葉を返そうとしたのに、その前に玲央は抽挿運動を開始した。雄根の凹凸が充血した肉襞をこすり、二枚の淫唇を巻き上げて蜜壺を穿つ。ずるっと張り詰めた熱杭が抜き出されれば、未来のナカから溢れ出した透明のぬめりを帯びた体液をまとって妖しく光るのがわかる。そのいやらしすぎる光景に、ますます情欲が滾る。

　未来の視線の先を追ったのか、玲央は背後で喉を震わせた。

「可愛い、未来さん。こっちもイジってあげなくちゃね」

「何言って、……ン、あぁッ！　それ、ダメなの。気持ち良すぎちゃう、から……」

「いいよ。俺ので、いっぱいイッて──？　今にもイキそうな未来さん、すごい可愛い」

　好きだよ、という囁きと共に、玲央の左手がぱっくりと割れた未来の亀裂の上で固くなる蕾を嬲った。剥き出しになった陰核は玲央の指で踊らされ、シャワーの湯を浴びる。

「あ、あぁぁっ……！」

　あまりの愉悦に腰から力が抜ければ、背後からそれを支える怜央の腕によって、鏡に押しつけられた。火照った胸が冷たいガラスにぶつかり、卑猥につぶれる。敏感な乳嘴はかたい板に触れただけで言いようのない快楽を拾い、がくがくと揺さぶられるたびに目が回るような歓喜が生まれる。

「気持ちいいの？　未来さんのナカ、すごい、きつい。……絡みついてくる」

「玲央く、……恥ずかし……」

　鏡越しに玲央と目が合い、羞恥で思わず視線を逸らした。しかし、それが気に入らなかったのか、玲央はいっそう激しく自身の楔を抜き差しする。

　亀裂は長大な雄芯を受け入れていっぱいに広がり、杭にこすられるたびに、蓄積する媚熱が未来のおなかの奥深くで燻って仕方がない。

「……ヤバ、──壊しちゃいそう」

　物騒なことを告げられた。頭ではそう理解しているのに、うわ言のように繰り返し愛する男の名を呼べば、玲央は嬉しそうに律動をより深く、速いものへと変えていく。

「玲央く、……好き。好きなの！」

「うん、俺も──！」

「あぁぁ、んっ……！」

　爆ぜる、と思ったちょうどその時、肉体も本能のままの解放を迎えた。パーンと何かが弾けるような感覚に、一瞬だけ気が遠くなる。

　びくんびくんと痙攣する体を制御することもできず、絶頂の余韻に、未来は我知らず、隘路の中の玲央を締めつける。

「……──っ！」

　ぴくん、と隘路の中で大きく跳ねた玲央の屹立は、直後、ぴくぴくと何度か小さく震えた。ゴム越しに熱い白濁が吐き出されて、未来は多幸感に酔いしれる。

（幸せ……）

　同じことを思ったのか、玲央は、未来の体内にある楔もそのままに、彼女を抱きしめた。満ち足りたため息に続き、「俺、今、すごい幸せ」と囁かれる。

「私も、すごく幸せ」

　本当に愛されている、という満足感。

　愛する人に全身で欲しがられる幸福感。

　その上、自分でさえ知らなかった痴態を受け入れられる解放感。

　恍惚とした未来の、ぐずぐずに蕩けた隘路から、ゆっくりと肉槍が引き抜かれた。

「……ぁ、っ！」

「未来さんの恥ずかしそうで、でも気持ち良さそうな声、俺、めちゃくちゃ好き。その声、俺が出させてるんだと思うとすごい興奮する──」

　吐息と混ざりあった微かな喘ぎ声だったというのに、玲央はそれを聞き逃さず、一瞬でまた瞳に欲情の色を滲ませた。手早く避妊具の処理をしたかと思えば、慣れた様子で未来の背中と膝に両手を回した。酩酊しているかのような浮遊感に襲われてやっと、自分が玲央にお姫様だっこをされていることを理解する。

「未来さん、まだ足りないからベッドで続きをシよう──」

　蕩けそうに蠱惑的な声。有無を言わさぬ強い眼差し。自分のそれよりずっと高い体温。

「うん、……もっと、シて」

　未来が玲央にねだればねだるほど、欲しがれば欲しがるほど、彼はますます嬉しげに喉奥で小さく笑う。その幸せそうな顔が嬉しくて、未来はそっと己の欲求を口にした。

　それほど広くない、単身者用のアパートで、ベッドにはすぐに辿り着く。

　やさしく降ろされたスプリングの上で体を横たえると、それだけで玲央の匂いに包まれておかしな気分になってしまう。

「未来さん、顔が赤い。熱い……？」

　動揺を指摘され、慌てて首を振る。

「違うの。あの……この布団、玲央くんの匂いがするから、なんかドキドキしちゃう」

　何を今更、と冷静な頭が慌てて自分にツッコミを入れた。けれど、発してしまった言葉を取り消せるはずもなく。

「ごめん、何でもない、忘れて──！」

「無理……未来さん、ほんと可愛すぎる」

「ん、あぁぁ、──玲央くん、それ、…あァ、っ、んんっ！」

　仰向けになった未来の両脚を大きく押し開いてその間に体を滑らせた玲央は、長く骨ばった指を、まだひくつく蜜園に押し当てる。まるで吸い寄せられるかのような滑らかな動作に、未来は彼を止める間もなかった。

　いじわるに亀裂を往復する指に、さきほど達したばかりの蜜壺は、また新たな淫液を吐き出す。

「すごいびくびくしてる。ごめんね、さっきのじゃ足りなかった？」

「ヤ、ちがぁ……あぁあっ！」

　羞恥で玲央の言葉を否定するのに、体は素直に、彼の与えてくれる刺激をすべて甘受する。

　ぬかるみに指が一本挿し込まれ、二・三度軽く前後に動かされた。

「どんどん溢れてくる……。一本じゃ足りないね」

　玲央の言葉の通り、ぬるついた蜜がくちゅくちゅと卑猥な音を奏でながら彼の指に掻き出され、亀裂を辿ってシーツに滴るのがわかった。

「未来さん、『足りない』って正直に言ってみて？　欲しいもの、全部あげる。──だから、俺から離れないで」

　少しだけ不安げな玲央の懇願に、体も心も震えた。

「玲央くん、玲央くんが欲しい。もっと、ちょうだい……」

　少しでも早く、少しでもたくさん、ぴったりとくっつきたくて、両手を彼の方に精一杯伸ばす。未来の意図を察したのか、玲央もあっさりと上体を起こし、身を乗り出してついばむような短いキスをくれる。

「待ってて」

　そう言って玲央は、ローテーブルに置かれた白くて細長い箱に手を伸ばした。夢中になっていて気づかなかったが、有名なジュエリーショップのロゴのリボンで結ばれたそれは、ずっとそこにあったらしい。

「これを未来さんにプレゼントしたいと思ってて、でも彼氏でもない男があげるには重すぎるかな、と思って渡せなかったんだ」

　開けてみて、と手渡された箱と玲央を交互に見て、頷く玲央に促されてゆっくりとリボンをほどく。

「玲央くん、これ……」

　蓋を開けてみれば、中に鎮座していたのは、ピンクゴールドのネックレスだった。トップに小さめのストーンがぶら下がるＹ字型で、シンプルかつ上品なデザインは未来の好みにぴったりだ。

「遅くなっちゃったけど、俺からの本当の誕生日プレゼント」

　やわらかく、色素の薄い髪。誠実な眼差し。キスがうまい唇は、今は、少しだけ乾いているのが見て取れる。そこに玲央の緊張と本気を感じて、未来の心臓が一気に鼓動を速めた。

「でも──」

　三十歳の誕生日の瞬間を一緒にむかえてくれたおかげで寂しくなかった。一生忘れられないような濃密で淫らで幸福な夜を過ごさせてくれた。それだけでなく、郊外まで買い物に付き合ってくれて、ワンピースも買ってもらった。

　挙げればキリがないのに、それを伝えようとした唇は、軽く触れるだけのキスで塞がれる。

「もし気に入ったなら、つけてみて？　それだけを身につけた未来さんを、思いっきりぐちゃぐちゃにしたい──」

　突拍子もないお願いだと思うのに、拒むことができなかった。返事の代わりに震える手でネックレスを箱から持ち上げ、なんとかそれで胸元を飾る。一連の動作を無言で見つめていた玲央は、未来と目が合うと、そっと彼女の体をベッドに横たえた。

　ネックレスは未来の体にしっくりと馴染み、華奢なストーンが胸の谷間で光る。

「うん、似合ってる」

　細いチェーンを首元から胸までなぞる指に、ゾクゾクしてしまう。興奮しているのは未来だけではないようで、玲央はどこからか新しい避妊具のパッケージを取り出すと、あっという間に準備を整えた。

　濡れそぼる淫裂に切っ先をめり込ませ、玲央は両手で未来の腰を掴む。グッと力を込めた彼は、ゆっくりと隘路を押し開いていく。

「あ、……ん、んんっ！」

「未来さん、少しだけ力抜いて？」

「そんな、できな──っ、あぁん！　あ、ぁア！　奥、深くて……！」

「ごめん、未来さん、我慢できない──」

「んんッ、あ、……あぁァ！」

　斜め上からかたい雄芯に穿たれ、そのまま乱暴に揺さぶられる。ぐちゅぐちゅと淫蜜が濁った音を立て、未来のやわらかな胸やおしりが玲央の律動に合わせてふるふると震えた。

「やっと……やっと、俺のものになった──……」

　胸の谷間で、玲央がくれたネックレスが上下する。冷たい金属の感触は、けれど、それだけを身につけているという淫猥な己を思い起こさせて、ますますおなかの奥に熱が籠もる。

「……玲央くん、愛してる」

「うん、俺も、未来さんのこと、愛してるよ」

　一語一句を愛おしむように囁かれる甘言は、この世のものとは思えないほどに幸せで。

　ただ体を重ねていた頃とは違う、それよりも圧倒的な充足感に全身が支配される。

「ごめん、余裕ない。あんまりもたないかも……」

　二回目だというのに、言葉の通り、玲央は苦しげに顔を歪めた。

　じゅぷじゅぷと淫らな蜜がふたりのあいだで音を立て、律動のペースは加速するばかりだ。

「あ、だめぇ……そこ、……！」

　ガンッと強い衝撃を受け、最奥にぐりぐりと熱杭が突き刺さった。痺れるような快感が次々と押し寄せる。

「イキそう……？　ここ、すごいぎゅうぎゅうに締めつけてくる」

「──ん、っ……ぁ、ゃあ、……我慢、できな……！」

「いいよ。未来さん、俺ので可愛くイッて見せて──？」

「あ、っ……ン、ぁぁああああっ！」

　ドクンドクンと全身が跳ねた。ぎゅっと閉じたまぶたの裏で、世界が真っ白になる。

　熱でただれた肉壁が玲央をきつく締め上げ、彼の雄茎もまた、長い時間をかけて吐精した。

　眠りの世界に落ちる直前、未来の鼓膜をかすめたのは、「もう死ぬまで離さない」という玲央の甘くとろけるような声だった──。





　＊






『……狙った獲物は逃さないやつだから』

　夢から覚める直前に聞いたセリフは、どこかで聞いた記憶のあるものなのに、誰に言われたのか思い出せない。

（誰に言われたんだっけ……？）

　さっきまで見ていた夢を思い出そうとするのに、髪を梳いてくれる大きな手が心地よくて、思考が中断する。

「おはよう、未来さん」

「……おはよう」

　誘惑に負けてまぶたを開くと、目の前には、昨晩両想いになったばかりの恋人が世界でいちばん甘やかな顔で未来を覗き込んでいた。こうして一緒に朝を迎えたことがないわけではない。それでも、『愛してる』と伝えてから初めての朝は、今までとは違う気恥ずかしさがある。

　太ももやおなかや、とにかくあちこちに鈍い筋肉痛を感じるのも恥ずかしく、未来は咄嗟に玲央の胸に顔を押しつけた。何かを察したのか、勘の良い恋人はクスクスと小さく笑う。

「恥ずかしいからあんまり見ないで」

「昨日、さんざん恥ずかしいところも見たのに？」

　その意地悪な笑い声に、未来は昨晩の痴態の数々を思い出す。

「玲央くんって本当にベッドではイジワル……」

　好きな子が自分の手でぐずぐずに溶けているところをじっくり楽しむのが好きなのだ、と彼の性癖を教えられたのも昨日のことだ。薄々察してはいたものの、正直に認められると未来の方がどうしていいかわからなくなってしまう。挙げ句、「この先一生、未来さんにしか見せない顔だけどね」と、言葉でも態度でも充分すぎるほどに教え込まれた。

（あの言葉、まるでプロポーズみたい……）

　一生だなんて、そんなに気軽に使わないでほしい、と思いつつ、口約束だけでも嬉しいと思ってしまうのは、惚れた弱みか。

　ぐるぐるとまた余計なことを考え始めた未来の耳元を、玲央の吐息がくすぐった。

「週末、未来さんのご両親のところに挨拶に行こう」

「……え？」

　聞き間違いだろうか、と玲央の方を見上げると、左手を奪われる。未来よりも体温の高い彼の手は、迷いもなく薬指のつけ根を親指でなぞった。

「荒木先輩に取られる前に、未来さんを俺のモノにしたい。一生一緒にいたい。会社の人にも、未来さんの家族にも、みんなに宣言したいんだ」

　未来の瞳をまっすぐに見つめる玲央の双眸に、翳りは一切なかった。

「だから……絶対に、一生大事にするから、──俺と結婚してください」

　低い声音は、緊張のせいか微かに震えていた。

　悩む必要もないほど、未来の中では簡単に返事が決まる。

「……はい、よろしくお願いします」

　そう答えるのがごく当然のことで、これからもふたりでいるのが当たり前のことに思えた。

　きっとこの先も、玲央と一緒なら幸せでいられるだろう。

　希望がいっぱいの〝未来〟を想像し、思わず笑みがこぼれたところで、玲央がそっと熱を帯びた口づけをくれた──。







【番外編】








　初めて香川未来と出逢った日のことは、鮮明に覚えている。

　第一志望の企業からは内定がもらえず、合同説明会で偶然見かけて応募しただけの巴文具株式会社に就職することになった。

　文具メーカーに就職していながらも、特に文房具マニアというわけでもなければ、福利厚生が魅力的な会社でもない。昨日とだいたい同じ今日を過ごすばかりの毎日を送るのだろう、と漠然と思っていた。だから、新人に課せられた個別研修なんて面倒なだけだった。

　けれど、教育担当として紹介された彼女は、自分とは正反対の生真面目なタイプで。

　飾り気のないきっちりめのオフィスカジュアルに、隠しきれない大きな胸とおどおどしたよく動く瞳が魅力的な年上の女性──未来と初めて会った時、心のうちでは、彼女をちょっと可愛い、と思った。

　指導の口調はそっけない。それでも、渡される資料のひとつひとつに、予想されるミスを事前に防ぐための細かな注意書きや過去にあったトラブルの事例などが手書きでメモされていて、指導係としての責務を全うしようとする気概が見えた。

　真面目でしっかり者らしい未来の外見から大きく外れることのない、抜かりのない仕事ぶり。

　遊び人風の外見がそうさせるのか、異性に声をかけられることは多いが、玲央自身が人に惹かれることはほとんどない。それなのに未来だけが特別に見えたのは、ひとえに、彼女の不器用さゆえだろう。

　『私、うっかりミスが多いから』が口癖で、自己評価が著しく低い、年上の女性。

　けれど、顔がよければすべて許されると勘違いしている同級生や同期の女たちに比べたら、その魅力は雲泥の差で。

　発注にミスがあったら会社全体に迷惑がかかるから、と言い訳しながら、未来は最低でも三回は発注書とメールの見直しをしていた。商品番号から納期、複数の工場の生産ラインの稼働率など、基本的な数値もすべて頭に入っているらしかった。生産管理部ではこれが標準なのかと思って周囲を見ても、未来の徹底したプロ意識が桁外れであることは間違いなかった。

　決定的だったのは、やはり、玲央がやらかした──厳密には、やらかしそうになったミスを、未来が涼しい顔で未然に防いだことだろう。

　教わった通りに書類に数値を入力し、指定された期日までにそれを工場に伝える。そんな幼稚園児でもできるおつかいのような、単純な仕事だと軽く見ていた。ところが、蓋を開けて見れば、マニュアル通りにはいかないことばかりで、早々に嫌気が差したのも事実だった。己の失敗に気づいた直後、恐る恐る教育担当の未来に報告すれば、なぜかあっさりと「わかりました」と頷かれた。

　直後、慣れた様子で厚ぼったい手帳をめくった彼女は、やがて電話を一本だけかけると、すぐに玲央に向かって安心させるように微笑んだのだった。

　慰められていたのかもしれないし、励まされていたのかもしれない。彼女の声が耳をすり抜けてしまったのは、チラッと見えてしまった手帳の一ページに『成田玲央』と記されていたせいだ。

　未来が普段愛用しているマルチボールペンの黒いインク。細く小さな文字で綴られた、玲央に関する覚え書き。得意な仕事、苦手な仕事、ミスの傾向、今後の課題、さらには、彼の長所にいたるまで。

　玲央が凝視しているページに気づいた未来は、慌てたように謝罪の言葉を口にした。

「あの、これは、……不愉快な思いをさせてごめんなさい。どうやったら上手く教えられるのか考えるために書いただけで、……えっと、すぐに処分するから──」

「そのメモ、俺にくれませんか？」

　きょとんとした彼女の顔を見た瞬間、本当の意味で恋に落ちた。

　恥ずかしがる彼女をなんとか宥めすかして手に入れた紙切れは、今でもまだ自分の手帳に挟んで持ち歩いている。

　あの時、彼女が迅速に玲央の仕事のミスをフォローできた理由も、すぐにわかった。綿密にシミュレーションされた、玲央に与える課題。その先に起こりうるであろう、良い結果と悪い結果。最悪の場合の対処方法。先輩としてフォローすべき点。後輩を指導するために読むべき、良書のタイトル。書き足されたメモの数々が、あの時の未来が真剣に玲央のことを考えていたのだと、具に教えてくれた。

　口先ばかりで調子の良いことを並べる不埒な人間の多い中で、未来のように、言葉よりも態度で誠実さを伝えてくれる人は稀有だ、と、純粋に思った。




（結局のところ、未来さんの全部に弱いんだよなぁ……）




　ベッドに横たわり、昔を回想しながら、適当に選んだブルーグレーのカーテン越しに朝日が差し込むのを眺める。自室のシングルベッドにずっと恋い焦がれていた彼女が眠っているという事実に、玲央の心臓はキュッと絞られたかのように苦しくなる。

　どうしようもなく惹かれているのだと自覚してから、幾年かが過ぎた。あの頃の自分に今日のことを教えてやれるとしたらどれほど救われるだろう、と考えると、今この瞬間の幸福が信じがたい僥倖に思える。少なくとも、あの晩、本当に偶然に未来と『ヴェンタナ』で出くわしたことは、玲央にとっての人生最大級の幸運だった。

　腕の中で眠る未来の口元に小さくキスをすると、彼女は眠りを妨害されて不快なのか、小さく眉を寄せ、「もう無理……」と囁いた。その甘えた言い方に、玲央は思わずくすりと笑う。

　頑張れば日帰りが可能な距離だということで、レンタカーを使って弾丸で未来の実家に挨拶に行った。緊張しなかったと言えば嘘になるが、玲央以上に緊張した面持ちの未来が可愛く、自分は逆に冷静になれた。

　未来の両親は、未来が急に年下の彼氏を連れてきたことに驚いたようだったが、最終的にはふたりの結婚に賛成してくれた。

　とっておきの日本酒を開けてくれようとする未来の父親を制し、押入れから未来の七五三や卒業式の写真を持ち出そうとする彼女の母親を宥め、引き止められながらも東京に舞い戻ったのが日付が変わる頃。

　自分のアパートに未来を連れて帰るなり、玄関先で理性の箍が外れ、奪うようにして彼女を抱いた。一度目はベッドで、二度目は浴室で、三度目はまたベッドで。

　どちらかと言えば加虐的な嗜好なのだという自覚はあったが、未来を相手にすると、一気に歯止めが利かなくなる。自分の手で、あるいは自分の口や舌で未来が頬を赤く染め、全身を震わせるのがたまらない。気が狂いそうなほど身悶え、かすれた声で玲央の名を呼び、涙目で次の快感を懇願する様に、言葉にできないようなある種の猟奇的な快楽を覚えてしまう。

　明け方まで貪った未来の悩ましい痴態を思い出し、たまらず下半身が反応するのがわかる。

　視界の片隅に、誕生日プレゼントに贈ったネックレスが豊満な胸の谷間に隠れているのが見えた。

　初めて彼女を抱いた夜、その胸がコンプレックスなのだということは容易に察せられた。そのコンプレックスの原因もおおかた想像がつき、元カレへの怒りと嫉妬がないまぜになったような汚れた感情に支配されたことも懐かしい。

（俺だけを見てて──）

　祈るような気持ちで頭を垂れ、唇を未来の首筋に近づける。

　なめらかな未来の皮膚。ネックレスチェーンの冷たい金属の感触。微かな心臓の音。

　「まだ足りないから、もう一回シたい」と言えば未来は怒るだろうか。それとも呆れるだろうか。

　おそらくどちらでもないだろう、と根拠のない確信を持ちながら、玲央はそっと、狸寝入りをしているであろう未来の右の乳頭を上下の唇でやさしく食む。

「……ん、ふ……っ」

　声を押し殺した未来に、玲央自身もそっと笑いながら、かたく尖った胸の先端をからかうように舌先で押しつぶした。







あとがき








　はじめまして、もしくは、こんにちは。太おお田たまりえです。

　今回、幸運なことに『濃蜜ラブルージュ』様で、こうして二作目のお話を書かせていただくことができました。

　あとがきを書いている今も、まだ夢なのではないか、と思ってしまっている自分がいます。

　『Ｓ系エリートの後輩くんは、狙った獲物を本気の猛烈愛で射止めたい』は、ヒロインが職場の後輩でもある年下ヒーローとバーで偶然出会うところからお話が始まります。運命と言うと大袈裟かもしれませんが、ヒーロー・玲央とヒロイン・未来にとってはそんな一夜だったのではないかな、と。

　ちょっと（？）Ｓっぽい年下ヒーローに身も心もたっぷり愛されるお話を、読者の皆様にもお楽しみいただけましたら幸いです。

　表紙イラストは、ワカツキ先生にお引き受けいただきました。ラフを見せていただいた瞬間から、未来を溺愛していること間違いなしの玲央と、エロすぎる手の位置にドキドキさせられっぱなしです。それに、未来の妖艶な流し目もうっとりしてしまいました。ワカツキ先生、本当にありがとうございました！

　最後になりますが、編集担当様をはじめ、出版に携わってくださったすべての皆さま、執筆に理解を示してくれた夫、そして、この本を読んでくださった皆さまに、心からの感謝を。

　本当に、本当に、ありがとうございました！

　またどこかでお会いできることを祈って。






太田まりえ
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